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○審査事件等 

審 査 事 件 等 所 管 課 

議案第１６２号 薩摩川内市簡易水道事業及び飲料水供給事業条例の一部を改正する条

例の制定について 

議案第１６３号 薩摩川内市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１６５号 平成２７年度薩摩川内市簡易水道事業特別会計補正予算 

議案第１６６号 平成２７年度薩摩川内市温泉給湯事業特別会計補正予算 

議案第１７５号 平成２７年度薩摩川内市水道事業会計補正予算 

議案第１６４号 平成２７年度薩摩川内市一般会計補正予算 

（所管事務調査） 

水 道 管 理 課 

上 水 道 課 

議案第１６７号 平成２７年度薩摩川内市公共下水道事業特別会計補正予算 

議案第１６８号 平成２７年度薩摩川内市農業集落排水事業特別会計補正予算 

議案第１６９号 平成２７年度薩摩川内市漁業集落排水事業特別会計補正予算 

議案第１６４号 平成２７年度薩摩川内市一般会計補正予算 

（所管事務調査） 

下 水 道 課 

議案第１６４号 平成２７年度薩摩川内市一般会計補正予算 

（所管事務調査） 

建 設 政 策 課 

議案第１５２号 倉野農村公園の指定管理者の指定について 

議案第１５３号 藤本滝公園の指定管理者の指定について 

議案第１５４号 矢立農村公園「せせらぎの里」の指定管理者の指定について 

議案第１５５号 桜渡農村公園の指定管理者の指定について 

議案第１５６号 里農村公園の指定管理者の指定について 

議案第１５７号 山田農村公園の指定管理者の指定について 

議案第１５８号 東郷藤川ふれあい交流公園の指定管理者の指定について 

議案第１６４号 平成２７年度薩摩川内市一般会計補正予算 

（所管事務調査） 

建 設 整 備 課 

議案第１６４号 平成２７年度薩摩川内市一般会計補正予算 

（所管事務調査） 

建 設 維 持 課 

議案第１５９号 財産の取得について 

議案第１６０号 川内駅西口駐車場等の指定管理者の指定について 

議案第１６４号 平成２７年度薩摩川内市一般会計補正予算 

（所管事務調査） 

都 市 計 画 課 

議案第１７０号 平成２７年度薩摩川内市天辰第一地区土地区画整理事業特別 

会計補正予算 

議案第１７２号 平成２７年度薩摩川内市川内駅周辺地区土地区画整理事業清算事務特

別会計補正予算 
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（所管事務調査） 
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正予算 
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（所管事務調査） 
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（所管事務調査） 
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△開  会 

○委員長（宮里兼実）ただいまから建設水道委

員会を開会いたします。 

 本日の委員会はお手元に配付しております審査

日程により、審査を進めたいと思いますが、御異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議ありませんので、

お手元に配付しております審査日程により、審査

を進めます。 

 ここで傍聴の取り扱いについて申し上げます。 

 現在のところ、傍聴の申し出はありませんが、

会議の途中で傍聴の申し出がある場合は、委員長

において随時許可をいたします。 

────────────── 

△水道管理課・上水道課の審査 

○委員長（宮里兼実）それでは、水道管理課及

び上水道課の審査に入ります。 

────────────── 

△議案第１６２号─議案第１６３号 

○委員長（宮里兼実）それでは、議案第

１６２号薩摩川内市簡易水道事業及び飲料水供給

事業条例の一部を改正する条例の制定について及

び議案第１６３号薩摩川内市水道事業給水条例の

一部を改正する条例の制定についての議案２件を

一括議題といたします。 

 これらの議案２件については、簡易水道を含め

た全地域の水道料金を改定しようとするものであ

りますので、一括して説明を求め、質疑を行った

後、１件ごとに討論・採決を行います。 

 それでは、当局に補足説明を求めます。 

○水道局長（落合正浩）おはようございます。

急遽、四元上水道課長に不幸がございまして、本

日出席できておりません。前田課長代理にかわっ

て説明をさせますので、御了承いただきたいと思

います。どうかよろしくお願いいたします。 

○水道管理課長（元石功一）おはようございま

す。それでは、議案第１６２号及び議案第

１６３号につきまして、御説明をいたします。 

 議会資料として提出しております議会資料を御

準備いただき、２ページをお開きください。 

 議案第１６３号薩摩川内市水道事業給水条例の

一部を改正する条例の制定についてでございます。 

 水道は、市民の日常生活や産業活動に不可欠な

ものであり、安全正常にして豊富な水を一日も欠

かすことなく安定的に供給することが水道事業の

基本的使命である。より効率的な事業運営を図る

ため、平成２８年度に本土地域簡易水道事業を上

水道事業へ事業統合し、当該事業の健全な運営を

維持し、安全安心な水の安定供給を行うため、水

道料金の額を平成２８年４月に改定するものでご

ざいます。 

 それでは、１番の水道料金でございますが、料

金体系は、口径別基本料金と逓増型従量料金の

２部制、使用水量の段階別区分についても現行ど

おりとし、料金については１８.４％改定するもの

でございます。料金体系は現在のままで料金を

１８.４％上げさせていただくということでござい

ます。 

 次の２番目の水道料金改定の概要でございます。 

 まず、（２）算定期間になりますが、平成

２８年度から平成３２年度までの５か年間といた

しております。これにつきましては、日本水道協

会の料金算定実施要領等に基づきまして、３年か

ら５年の事業計画によって料金改定をするという

ことになっておりますので、本市では５年間を採

用したということでございます。 

 （３）改定実施時期になりますが、平成２８年

４月１日から改定をさせていただきたいというふ

うに考えております。 

 （４）改定率になります。公式のようなものを

書いてございますが、分母のほうにつきましては

現行料金による収入、現在の料金で、平成２８年

から平成３２年までの予定収入。分子におきまし

ては総費用、これは平成２８年から平成３２年ま

での総費用から料金外収入を除き、それに資産維

持費を合計するといったことで、それによりまし

て１８.４％の改定率となります。 

 内容につきましては、後ほど御説明をいたしま

す。 

 次の、３、収入及び費用算定基準でございます。

まず（１）収入につきまして、水道料金につきま

しては、過去の口径別水量、区画別水需要の動向

を考慮して算定をいたしております。また、給水

負担金につきましても、過去の口径別給水負担金

収入件数を考慮して計上をしております。 

 次の３ページをお願いします。ウ、その他の収

入、これにつきましても過去の実績等を考慮した

額で算定をしたところでございます。 

 次の、（２）費用でございます。まず、職員給
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与費につきましては、定期昇給等を勘案し、また

職員数３１名から２８名といったことで算定をい

たしております。 

 次のイ、動力費になります。過去の実績等を考

慮して算定をいたしております。 

 ウの薬品費。薬品費につきましても、過去の実

績等を考慮し、算定をいたしております。 

 エ、修繕費になります。修繕費におきましても、

過去の実績等を考慮し、５か年の積み上げをして

おります。 

 オ、減価償却になります。これにつきましては、

既存の減価償却費に新たに取得する資産、それを

合計いたした金額を、それぞれ５年間の積み上げ

をしております。 

 また、カの資産減耗費におきましても、算定期

間中に更新する資産につきまして、それの減耗費

を計上しております。 

 キの支払い利息、支払い利息については、現在

借り入れをしている利息プラス新たに５年間に借

り入れをする企業債等の利息を勘案し、計上いた

したところでございます。 

 最後のク、その他の経費につきましても、平成

２６年度を基準として、各年度の所要見込み額を

計上したところでございます。 

 次の４ページになります。料金改定前と改定後

の料金表になります。下の表をごらんいただきた

いと思います。基本料金、それから従量料金別に

なります。 

 まず基本料金では、口径別に１３ミリから

１００ミリ、１３ミリで６７７円、それから

２０ミリで１,３５３円、以下１００ミリまで改定

したところでございます。この改定率につきまし

ても１８.４％で改定をしております。 

 右の従量料金になります。従量料金の水量区分

におきましても、現行の単価を１８.４％加算し、

それぞれ１０立米までの分につきまして１立米に

ついて７３円、以下、３０立米を超える分につい

て１立米について２０４円、それぞれの単価に

１８.４％を加算した単価になっております。 

 次の５ページをお願いします。５ページにつき

ましても、これは簡易水道の料金でございますが、

水道事業の料金と全く同じ金額でございます。 

 ６ページには、改定後の金額がどういうふうに

なるかといったことで、上の段、下の段、それぞ

れ示してございますが、下の段で説明をいたしま

す。現在、２か月に１回検針をし、料金をいただ

いておりますが、現行で２０立米御使用の方が、

２,５７０円が改定後３,０４０円、４７０円の増

ということになります。また、３０立米では、

３,７００円が改定後４,３７０円、６７０円の増

ということで、それぞれ４０、５０、８０まで記

載してございます。 

 本市におきましては、３０立米から５０立米に

占める割合がほとんどでございます。２か月で

３０立米、４０立米、５０立米、それぞれ使われ

る方がそれぞれ６７０円から１,１６０円増加する

ということになります。 

 次の７ページをお開きください。今回料金改定

をするに当たり、平成２８年度から平成３７年度

までの事業計画を策定しております。今回は、種

別ごとに４種類の事業を計画しております。 

 まず１番目が耐震、２番目が更新、３番目が整

備、４番目が統合した簡易水道事業に係る整備事

業でございます。 

 耐震事業では、合計１３億５ ,７４０万

９,０００円、これ１０年間の計画でございます。

更新事業につきましては、丸山浄水場の設備更新

ほか老朽管更新事業、合わせて４２億２,９３６万

１,０００円。次の施設整備費では、百次水源池発

電機設備設置工事ほか、合計で８億４,２０６万円

の事業計画でございます。 

 また、統合簡易水道事業では、水引増補改良事

業ほか、４億８,８００万の事業を計画しておりま

す。また、その他工事として、工事負担金分とい

たしまして、１億を予定しております。合計、

１０年間で７５億の事業を計画しております。 

 この７５億の事業につきまして、５年間の財政

計画をつくっております。その財政計画が次の

８ページになります。 

 料金改定後の財政収支予定表でございます。ま

ず、収益的収支のうち収入でございます。水道料

金、平成２８年に１５億７,７１８万９,０００円

を予定しております。以下、平成３２年まで予定

しておりますが、水道料金の収入につきましては、

平成２６年度実績まで、過去からずっと推移を見

てみますと微減といったことで、それに基づいて、

水道料金についても平成２８年から５年間、微減

といった形で収入の積み上げをしております。 

 支出におきましては、先ほど支出の基準につい

て御説明いたしたが、職員給与費からその他まで
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平成２８年度が１５億３７８万７,０００円で、収

支が１億８,２７５万４,０００円といったことで

改定後の収支がそういったことになるということ

になります。 

 一番下の欄、内部留保資金残高と企業債残高を

示してございますが、平成２８年度が内部留保資

金５億１,５１７万６,０００円、企業債残高が

４９億８,６４５万１,０００円ということで、今

回の料金改定におきまして、平成３２年度がどう

いったふうになるかということで、その基準につ

きまして、平成２５年度の内部留保資金、あるい

は企業債の残高のレベルと一緒ぐらいになるとい

ったことで、平成３２年度におきましても安定し

た経営ができるというふうに考えております。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いしま

す。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

○委員（谷津由尚）今説明をいただきましたけ

ど、さきの総括質疑でもちょっと整理をして言わ

せていただきました。８項目の点について言わせ

ていただきましたので、この点についてちょっと

確認をさせていただきたいと思います。 

 もう全部一緒に言ってもちょっとごちゃごちゃ

なりますので、一つずついきたいと思います。 

 まず一つ目ですけど、今ほど説明をいただきま

した向こう５年間の財政収支予定表に対して、い

ろいろと試算をさせていただいたんですが、収益

的収支から資本的収支へのお金のフロー、キャッ

シュフローをずっと見たときに、向こう５年間見

たときに、どうしても、結論から言いますと、資

本的事業を賄うお金はあるわけです。あるわけで

すけども、その企業債の償還に充当する金額と内

部留保に充当する金額、これはもっと抑制できる

でしょうというのが私の意見です。実質、これは

申し上げさせていただきましたが、例えば企業債

でいきますと、確かにことしは約８億──ことし

じゃない、来年です、平成２８年度、７億

９,６００万借り入れをされる予定になっておりま

すが、今ほど課長から説明がありました適正額

４６億、平成２５年度です。これを４６億

７,３００万を適正額というふうに位置づけるなら

ば、この額に戻すためには平成２９年、平成

３０年、平成３１年、この３年間でも適正額に戻

るんですよ。平成２９年に１億７,６００万元金償

還、元金が減ります。平成３０年が２億

４,１００万、平成３１年が１億３,７００万減る

わけです。 

 ということで、この平成３１年の時点で、この

ありますように４４億まで結局残高は減るわけで

すね。 

 まずは私が総括質疑で今させていただきました

料金改定に至る、この料金改定をせないかん必要

性はわかります。わかるんですよ。ただそうせん

と、財政規模がこういうキャッシュフローができ

んですから、それはわかるんですが、ただその判

断基準として、まずはこの企業債と内部留保に対

して、もうちょっとアプローチを、これできたん

じゃないかと、できるんじゃないかと思うんです。

そこについて、ちょっと説明をお願いします。 

○水道管理課長（元石功一）今ほど平成２８年

に７億９,０００万ということなんですが、それは

簡易水道を事業統合することによって、今まで簡

易水道が持っていた残債、それを引き継ぐといっ

たことで、平成２８年に７億ドーンとふえるとい

うことになります。 

 その７億、８億近いそういった企業債について

の今後の償還計画、それと今水道事業が持ってい

る企業債の償還計画、それと今後新たに借り入れ

をする、そういった企業債の償還計画、それをあ

わせたものがここにあります、ここでは支払い利

息に乗ってくるといったことになります。 

 内部留保資金とその企業債の関係ということで

すが、企業債に充てる財源につきましては、８億

ほどふえますが、これの元利償還金については、

地方公営企業法に基づいた一般会計からの繰り入

れ２分の１を一般会計から繰り入れをさせていた

だくと。まだ決定ではございませんが、財政計画

上は２分の１を繰り入れをさせていただくと。 

 それとあとの財源ですが、減債積立金というの

を毎年剰余金処分から減債積立金へ、毎年約１億

ほど積み立てを毎年しております。その財源が企

業債のほうに回ると。あと不足する分については、

建設改良費と同じ内部留保資金で充てるといった、

財政の仕組みになっておりますので、そういった

ことを考えますと、その平成２８年から平成

３１年まで一挙にそういった企業債を少なくする

ということではなくて、返済計画に基づいて、そ

ういった企業債の償還もしていきますので、先ほ
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ど平成３１年に４４億になるよというのは、それ

は計画的な返済といったことでそういうふうにな

るということで御理解をいただきたいというふう

に思います。 

○委員（谷津由尚）計画的な返済ということな

んですけど。ですから、その計画が、つまり３年

から５年スパンで、その水道料金を見直すという

ベースがあるわけです、考え方の。この企業債は

ずっと長期的な、その後の３年、５年じゃなくて、

ずっと何十年も長期的に計画をされているわけで

すよ。されているわけです。で、この５年間に対

して、今回は集中的に事業がふえるんで、その料

金改定せないかんとなるわけです。 

 ということは、耐震構造とかそういう年当たり

約２億ふえます、２億５,０００万ぐらいふえます。

その事業費がふえるんだったら、私はこれはもう

総括質疑で言いましたように、この５年、あるい

はこの１０年スパンで、この内部留保に回す資金、

お金、それとその企業債に償還するお金を、これ

はもうちょっとコントロールして、要するに最小

限度に抑えて、７年、８年スパンでこれをやって

いくと。 

 私が思うのは、この平成３１年に、まず企業債

が４４億まで減ります。その次にはちょっとふえ

るんですけど。いずれにしても、平成２５年度の

この４６億を適正額とするんだったら、その平成

３２年よりさらにあと３年後、平成３５年、つま

り８年後ですね。それぐらいにこの４６億をター

ゲットとして設定すべきじゃないんですかという。 

 つまり、収益的収支からその資本的収支に回る

お金というのは、今回、水道料金を値上げするこ

とで約４億８００万出るわけです、年間に。私は

そのお金をもうちょっと資本的収支に有効に回す

べきだと。事業債と、企業債と、この内部留保に

回すお金を少しでも削って、そっちのほうに回し

て。心配かもしれませんよ、事業として、安定事

業として。私はそれをやるのが企業努力だと思う

んですけど、いかがですか。 

○水道管理課長（元石功一）今のここの収益的

支出の減価償却費というのをごらんいただきたい

と思います。平成２８年度が６億８,４７５万

８,０００円。それからずっと平成３２年度が７億

１,６９０万３,０００円。これがいわゆる内部留

保資金になります。あと、この差し引きＡ引くＢ

がそれぞれ平成２８年が１億８ ,２７５万

４,０００円、これが企業債の償還元金の財源とな

ります。 

 ということで、５年間の財政計画をしたところ

でございますが、先ほど平成３１年に４４億を切

って、平成２５年は４６億なので、４６億付近ま

でを財政計画をすべきじゃないかといった、そう

いった御指摘なんですけれども、我々としては、

この５年間が全てではないというふうに考えてお

ります。できるだけこの５年を７年、８年、

１０年と、そういった将来にわたるような料金改

定をしなくてもいい、そういった財政運営、ある

いは経費の節減、あるいは収入の増の対策、そう

いったものを考えながら、今後、事業を運営して

いきたいというふうに思っております。 

○委員（谷津由尚）ですから、そのおっしゃる

ことが数字に私は反映してないと思うんです。よ

くわかりますよ、その健全経営、事業の健全化っ

てよくわかります。それはそうせないかんです。

今、日本の公営企業は、そこのところがまずは今

のところ非常に揺らいでいるというのがあります

ので、それはわかるんです。 

 ただそこの考え方ですよ。今ほどおっしゃいま

した減価償却と資産減耗費、この辺が純粋に平成

２８年から平成３２年と、この５年間で見ても大

体７億あるわけです。もう平成３１年には７億

２,０００あるわけ。だから、事業費が７億

５,０００だとすると、ほぼそれに匹敵するような

資金というのは、結局、収益的収支から回るわけ

ですよ。 

 ということは、私は向こう５年じゃないと、

１０年間というスパンで見てもそうです。ずっと

年の事業費が７億５,０００ですよね、資本的支出

がね──で見ても、その年間の給水量が大体

０.４％ぐらいずつ減っていく計算されてますけど、

向こう１０年間見ても十分じゃないですか。違い

ます。そういう判断はできませんか。 

○水道管理課長（元石功一）水道料金が年約

０.４％減収といったことで、この財政計画をつく

ってございます。平成３２年度が差し引き１億

２,７００万ほど出ておりますが、このうち支出の

ほうになりますが、性格的に年々減少していく費

用というのがございます。例えば、支払い利息で

す。こういったものが、平成３２年以降、また減

っていくと。そういったこと等を考慮していきま

すと、平成３２年以降も改定した料金で経営が回
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っていくといったことで我々としては考えている

ところでございます。 

○委員（谷津由尚）わかるんです。ちょっと細

かいことを言うようなんですけど、例えば支払い

利息が減っていきますよね。でもこの減っていく

お金の量と、今回水道料金を１８.４％値上げした

際のその収益的収入になるそのふえた分、つまり

資本的収支に流れるお金のフローが、もうそんな

比較ならんです、こんなもん支払い利息が減って

いく分なんて、ものすごく簡単にカバーできます

よ、こんなのは。だから、私は結果として、考え

方として、企業債とこの内部留保のもっとこれを

減らせられたんではないですかという。 

○水道管理課長（元石功一）企業債を減らすと

いうことは、それはもうできないです。企業債の

償還元金を減らすということはできません。これ

は借り入れをするときに、元利償還で要は金融公

庫、あるいはそういった借り入れをするところか

ら、もう毎回の返済、それが規定されております

ので、そういった企業債を減らす償還元金、ある

いは償還利息を減らすということは実際できない

ことになります。要は借り入れをしたら、その借

り入れに基づいた返済計画に基づき、返済してい

かなければなりませんので、そういった企業債の

償還を減らす、そういった考え方はできないもの

でございます。 

○委員（谷津由尚）もちろんその返済計画にの

っとって返済しなきゃなりませんよね。じゃあ企

業債は、この流れの中でずっと向こう１０年も

延々と減らしていくという動きを、それはもう理

解できます。理解できますが、そうであっても、

どうしても、その内部留保のあり方、企業債がそ

うであれば、いずれにしても私はここに十分配慮

できる可能性は残っていると。つまり資本的収入

へのキャッシュフローを考えたときに、企業債か

ら行く分、内部留保から行く分、利益から行く分、

つまり資本的収支の利益から行く分です。これは

償還利息に充てられるかもしれませんが。それと、

そこから出てきたフロー合計です。で、試算、そ

の資産減耗費及び減価償却費の流れ、こう考えた

ときに、結果として、私は内部留保資金、先ほど、

今ほどの説明ありましたその内部留保以外にもま

だつくっておられますね、基金を。その工事用の

積み立てとか。ですから、そういうのも含めます

と、私は、これはもう少しここは配慮すべきやっ

たなと。それだけの力はおありだと思います。 

 なので、企業債のこの持っていき方と、結果と

して内部留保の残金の持っていき方について、企

業努力というのが見えないと言わせていただいて

いるのはそこなんです。 

○水道管理課長（元石功一）委員のほうはその

企業債のほうで非常に問題があるという、そうい

った考えというふうに受けているわけですが、

我々としては、企業債というのは、もうお金を借

りたら年間幾ら返済するというのがもう決まって

おりますので、それに基づいて、要は借り入れ、

起債の残高等を考慮しながら、毎年の借り入れ、

あるいは返済、そういったものを考慮しながら、

この財政計画をつくり、また、財源としてもそう

いった返済。それから建設改良費充てる財源、そ

ういったものを考慮しながら、１８.４％の今回の

水道料金の改定をお願いしたところです。 

 企業債につきましては、何度も言いますけれど

も、これは借りたときにちゃんと支払い計画がで

きておりますので、それに基づいて支払いをして

いけば、毎年そういった元金の支払い、あるいは

利息の支払いというのが確定しているといったこ

とで、ここにどういった工夫ができるのか、そう

いったところについて、ちょっと我々としては、

それはもう工夫はできないところではないのかな

というふうに考えております。 

○委員（谷津由尚）じゃあ、内部留保について

はどうですか。工夫の可能性はないですか、ゼロ

ですか。 

○水道管理課長（元石功一）内部留保の要は財

源の充て方として、内部留保をたくさん充てるか、

あるいは企業債を借りて、企業債で財源として充

てるか、そういったことの判断につきましては、

企業債を多く借りれば内部留保は少なくて済む、

使わなくても済む。しかし、後年度支払い利息、

あるいは元金償還、そういったことを考えたとと

きに、どちらで財源として充てるか、内部留保で

充てるか、あるいは企業債で充てるかといったこ

とは、将来的な内部留保の残高、あるいは企業債

の残高等を考慮しながら、財源としてどちらを選

ぶかといったことについては、今後検討しながら、

どっちを使うといったことで進めていきたいとい

うふうに考えております。 

○委員（谷津由尚）そこが今おっしゃった、課

長がおっしゃったことが私は企業努力だというわ
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けです。企業債は、借りるときに、じゃあもう返

還、償還計画全部できるんだったら、それはもう

いじり様がないかもしれません。でも、内部留保

は自分たちの意思で決められます。 

 ですから、今回、この内部留保をどんどんどん

どん少しずつですけどふえていくわけです。最終

的にはですね。平成３２年、５億８,２００万の予

定で、この平成３３年以降、シミュレーションし

ても、これはもう絶対に内部留保は減るほうには

行きません。そちらのほうからコンスタントに資

金としては留保資金できるはずです。ほかの積み

立てに余計に回さんかったらですね。だから、こ

こに対するその企業努力というのが見えんわけで

すよ。 

 もっとこのスピードを緩くして、この内部留保

残高のお金を、ここに回すお金を少しでも抑制し

て、それをこの事業費に回すと、事業費に回した

結果、その１８.４％のこの公式にはめると、ちょ

っとでも安く、少なくなりますよね。そこのとこ

ろを私は言ってるの、考え方として、それは自由

でしょうと。そこは皆さんのポリシーで決められ

る範疇ですよね。そこの企業努力を最後にお聞き

します。 

○水道管理課長（元石功一）今まで合併後

１０年を過ぎました。その中で、どういった財政

運営をしてきたかといったことで御説明をし、理

解していただきたいなというふうに思いますが。

旧川内、合併以前から、この内部留保の財源の充

当の方法として、内部留保というのは、ことし内

部留保とした現金、それと過去にそういった内部

留保の使い残し、そういったものがあって、初め

て内部留保の全体の金額になります。 

 財政運営の方法としては、去年の内部留保をこ

としの財源として充てよう、ことしの内部留保は

翌年度の財源として充てようといったことで、

我々としては内部留保の１年間分は翌年度の財源

に充てようということで、いろいろ努力をしてき

たところです。 

 ことし発生する内部留保をことし使えば、来年

度どうやって要は予算を組むのを、不確定な財源

を組まないといけないといったことで、内部留保

のそういった財源の充当につきましては、今まで

過去の分を現年度分に充当し、ことしの分につい

ては来年度に充当していくと、そういった財政運

営をしながら健全な財政運営をしてきたところで

ございます。 

 以上です。 

○委員長（宮里兼実）民間企業と行政とのやは

り運営の仕方がおかしいと、谷津委員は会社の経

営感覚で今質疑をされておりますけれども。私も

そう思うんですけれども、企業のやり方と行政の

やり方というのは、ちょっと企業的感覚の考え方

とは、谷津委員に委員としては納得行かないとこ

ろもあろうかと思いますけれども。課長の説明を

聞いておれば、これで大丈夫だという答弁をして

おるわけですから、あとまだ行きますか。 

○委員（谷津由尚）ちょっと議論がかみ合って

ませんので。ただ私は公営企業会計のやり方にの

っとっても、おかしいものはおかしいというふう

にデータも全部そろえているわけで、あとは考え

方のところですから、これが平行線である以上は、

もうこの点はちょっと終わりにして次に入りたい

と思います。 

では、次に入らせていただいてよろしいですか。 

○委員長（宮里兼実）はい。 

○委員（谷津由尚）済いません、２、３、５、

流動経費についてです。総括質疑で言わさせてい

ただきました２番目、つまり動力費、薬品費、

３番目、修繕費、５番目、収益的収支のその他経

費、この三つについて、ちょっと同時にお伺いし

ますが、今ほど説明を受けまして、過去の実績と

配水量の増加分を考慮した額とすると。そういう

理由を書いてありますが、同額というのはちょっ

とおかしいのではないですかということです。こ

れについて御答弁お願いします。 

○水道管理課長（元石功一）動力費につきまし

ては、水源池、あるいは配水池用の機械設備、あ

るいはポンプ設備、そういったものとして動力費

を計上してございます。 

 過去の実績等を考慮しておりますが、この動力

費の増減というのは、過分に有収率に影響をされ

るというふうに考えております。過去の有収率、

本市の有収率ですが、平成２３年度から９１％台

に来ました。平成２３年度が９１.５％、平成

２４年度が９１.４、平成２５年が９１.４、平成

２６年度が９１.５といったことで、有収率が平成

２３年度から９１％の半ばで推移しているという

ことになります。ということであれば、大幅な有

収率の増というのが、過去の実績から言えば、

０.１ポイント前後で推移をしてきたということに
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なります。 

 要は、有収率の変化で、どの程度そういった動

力費に影響があるかといったことで、平成２６年

度の決算をもとに、ちょっと試算をしてみました。

平成２６年度の決算が９１.５％で動力費が

５,９００万ほどなんですが、それが９１％になっ

たとき、動力費がどれだけふえるだろうと。

０.５ポイント有収率が下がったとき、どの程度動

力費が上がるだろうかということで試算をしまし

た。試算をした結果、３０万８,０００円、動力費

が上がるんじゃないかと。これは机上の計算にな

りますが、０.５ポイントの差で年間に３０万

８,０００円。６,０００万ぐらいの動力費のうち

３０万８,０００円ということは、零点何％の増減

だということで、５年間、そう余り大きな変動は

ないといった考え方で一応動力費、ずっと同じ金

額で計上をしたところでございます。 

 以上です。 

○委員（谷津由尚）ここも企業努力という観点

で言わさせていただきますが、そうであれば、

６番目に申し上げました有収率に対して、じゃあ

これからどういうアクションをとっていかれるん

ですかという改善目標が存在してて当然だと思う

んです。年間０.４％ずつ減って、向こう５年間

２％の給水量が減るという試算をされてますが、

それでは流動経費はほとんど動かないと。一番効

くのは有収率やと、それは聞き取りのときにお伺

いしましたんで。 

 で、有収率に対してアプローチは何もないです

よね。その現状維持でされてるかもしれません。

あの配管の布設がえをすることで有収率は大きく

上がってくるかもしれません。しかし、それをさ

れるんだったらそれをされるで、これを改善目標

を組んで、それだから流動経費をこんだけずつ減

らしていきましょうという、私はその数字をここ

に入れるべきだと思うんです。それが企業努力だ

と思うんですよ。考え方としてですよ。そこどう

思われますか。 

○水道管理課長（元石功一）有収率の推移です

が、平成１７年度、合併後、９０.６％でした。そ

れが年度によっては、それより上がったり下がっ

たりして、今現在９１.５％になったということで。

１０年以上で約０.９ポイント、いろいろ今まで布

設がえ、新しい管の布設がえをしながら来ており

ましたが、１０年で０.９％は有収率が上がったと

いうことになります。 

 毎年そういった漏水多発地点のそういった老朽

管の更新を計画しながら布設がえをしております

が、やはり管というのが毎年古くなっていくとい

ったことで、また翌年度はまた漏水箇所が出てく

るといった、そういったいたちごっこじゃござい

ませんが、そういった状況でございます。 

 この有収率を、どういうふうに今後考えるかと

いったことで、まずは見えない漏水について今後

どういった対策を打つのかと。そういうふうなれ

ば、漏水調査を今後していかなければならないと、

有収率を上げるためにです。配水管の布設がえと

一緒に、そういった漏水調査、そういったものを

今後考えていかなければならないと思っておりま

すが、先ほど言われた有収率の目標設定といった

ことについては、現在、設定はしていないところ

でございます。 

 今後につきましては、配水管の布設がえとそう

いった漏水探査調査によって漏水箇所を早期発見

すると、そういった手立てをしていく必要がある

とは思っております。 

○委員（谷津由尚）有収率が非常に難しいのは

わかりますが、そうであれば、そうであったにし

ても、この動力費、薬品費、修繕費、委託料、こ

れはちょっと質が違いますが。動力費、薬品費、

修繕費、委託料、この４つについては、これ同額

ででも入れられるというその根拠がわかりません。 

○水道管理課長（元石功一）まず、委託料にな

りますが、委託料をそれぞれ目的によって予算を

組んでおります。委託料の中で一番でかいものが

丸山浄水場の運転管理業務委託、これが年間

９,０００万ぐらいになります。あとの委託料につ

きましては、もうほとんど固定費といった考え方

です。電気設備の点検委託、あるいは水質計器の

点検委託、あるいは消防設備の点検委託。それと

新たに平成２８年４月から発生する窓口等の業務

委託をしたいというふうに考えておりますが、そ

れが新たな経費として年間５,５００万ほど増加す

ると。そういった委託料の内容を見てみますと、

中身が変動する委託料がないと、もうほとんど固

定費だと。そういった考え方で委託料についても

同額と５年間財政計画をしているところでござい

ます。 

○委員長（宮里兼実）谷津委員に申します。ほ

かの委員もおりますので、区切りのいいところで。 
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○委員（谷津由尚）じゃあ、最後にします。と

りあえず最後にします。 

 それじゃ、わかりました、ちょっと議論しても

並行線になりますもんですから。まず、この流動

経費の動力費、薬品費、修繕費、委託料、これを

同額で算出されたという、この向こう５年が財政

収支予定表に反映されたこの数字の根拠になる資

料を出してください。これが一つ目です。 

 それと先ほどおっしゃいました、二つ目です。

有収率について、今後、布設がえを向こう１０年

間にわたってされるわけですけど、そのときの有

収率を、今のところ予定はないと。その改善目標

はないとおっしゃいますが、じゃあ改善目標がな

いにしても、その今の維持でされるのか、その改

善されるのか、その辺の目標について文書で提出

をお願いします。その後は、その背景になる文書

を見て、また判断をしたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（宮里兼実）ほかの委員に。今、谷津

委員から資料提出が出されましたけれど、ほかの

委員の方々、異議ございませんでしょうか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）いいですか。では、課長、

資料提出を大丈夫ですか。 

○水道管理課長（元石功一）つくって提出した

いというふうに考えております。 

○委員長（宮里兼実）はい。ほかの委員は。 

○委員（大田黒 博）一応、これが決定された

ときに１８.４％というのを、市民、住民にどうい

う形で周知していくのか。本会議場でしたか、局

長の答弁の中で、県下で４位だということをちょ

っと言われましたけれども、なっているかちょっ

と確認したいんですが。 

 その中での、早速我々とすれば、住民にどうい

う形で上がるのを、経緯を含めて、簡易水道の進

捗、成り行きを含めて、そういう説明をしなきゃ

いけない。と同時に、水道局として、鋭意努力を

される中でこうなったんだちゅうものを、職員が

削減される中でしていくんですよというものも含

めて説明されるんでしょうけども、その辺をどう

いう形でされるのか。この中で第４位のその数字

が少しわかれば教えていただきたいと思います。 

○水道管理課長（元石功一）まずその第４位と

いったことで、改定後が県内１９市中４番目にな

るということでお答えしておりますが、うちより

高い市というのが西之表市、鹿児島市、伊佐市、

３市がうちよりも料金が高いと。これの基準は

３０立米使ったときの基準で比較をしております。

各市、平成２８年度までに事業統合というのをど

こもしないといけないというふうに考えておりま

すので、今後ひょっとしたら、ほかの市でも料金

改定というのが出てくる可能性がございます。そ

ういったときには、またこれが変動するといった

可能性はあるというふうには思っています。 

 あと市民の方々へどういうふうな説明をするか

といったことになりますが、まずは市の広報紙、

あるいはホームページ、あるいは今２か月に１回

検針をしておりますが、その検針表においても、

お知らせといった形で料金が改定されますといっ

たことは御説明をさせていただきたいというふう

に考えております。 

○委員（大田黒 博）今わからなければ数字的

に、その３０立米の中でのどれだけになりますと

いうものを、本市に比べて一覧表でもらえば我々

も説明しやすいかなと。追って、今言われました

それだけの説明をされる中で、高齢者を含めて、

わからない方々がたくさんおられると思うんです

よ。ただその中で、今現在、使った数字等におい

ては、そんな４７０円、６７０円というこれだけ

の２か月でアップしますよといったものを含めて、

我々の範囲の中で説明したいのが、一つの基本的

なものが我々あるということで、その辺を少し砕

いた中での一覧表があれば、また配付いただけれ

ばありがたいんですが。 

 以上です。 

○水道管理課長（元石功一）議会資料のほうに

提出しております資料の中で、４ページと６ペー

ジがそういったものに役立つんじゃないかなとい

うふうに思いますので、まずはこの資料を御利用

いただきまして、市民の方にも伝えていただけた

らなというふうに思いますので、よろしくお願い

します。 

 各県内１９市の料金も調べてございますので、

資料としては提出することはできます。 

○委員（川畑善照）やはり今、大変厳しい世帯

というのもあって、年金者とか、あるいはなかな

か民間では給料も上がらんとか。そういう中でこ

ういう１８％の値上げというのは大変やっぱり

―もう今でも耳に入ってきてるんです。ですか

ら、具体的にこういうのを載せるだけじゃなくて、
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細かい理由づけをしなければ、市民はやっぱり不

満を持ってくると思いますよ。年金者とかサラ

リーマンとかいろんな形、商売人もそうですけれ

ども。全てが大変厳しいときに、これだけのこと

をするわけですので。 

 それで方法にしても、それが納得できるような

説明方法というのは、数字だけじゃなくて、やっ

ぱりあらわすべきだと、そこをどのようにされる

か、また、今から検討でしょうけど、ぜひそれだ

けはされなきゃいけないと思いますので、ちょっ

とお聞かせください。 

○水道管理課長（元石功一）今言われたことを

十二分に我々も検討して、そういった広報紙には

載せていきたいというふうに考えております。 

 今後、安全安心な水を安定的に供給するため、

今後どういうふうに薩摩川内市の水道をしていく

かといったことも載せながら、市民の方々に理解

をいただきたいというふうに考えておりますので、

また広報紙も工夫をして掲載したいというふうに

思っております。 

○委員（新原春二）この台風の関係で、非常に

災害関係、大変な御足労だったと思いますし、ま

た水道関係においては、簡易水道の合併等も含め

て大変な御尽力をしていただいてこうした数字が

出てきてるんじゃないかと思います。 

 先日、各地域の部落水道と言われますか、そう

いうものの統合について、それぞれ出前講座を開

いていただきまして、課長、両課長来ていただき

まして、４名も、５名でしたか、６名でしたか、

来ていただきまして御説明をいただきました。青

山地区のいろんな会合の中でも、水道料金の関係

については、非常に現在、部落の簡易水道の中で

も、この先、統合されれば、非常に倍になるとい

う心配事もあってお話を聞かれたと思うんですね。 

 そういった意味では、やっぱり市民の一番のラ

イフラインであります水道が１８.４％上がるとい

うから、やっぱり１８％がかなり危機と聞いてる

んですよ。金額的には、額的にはそんなに、そこ

ら辺、３００円、１,０００円、そんなもんなんで

すけども。しかし、パーセントというのは非常に

敏感にやっぱり市民としては耳に入るわけですよ

ね。だから、いろんなところに行けば、「今度水

道料金上がったっつあよ」、「１８％上がったっ

つあよ」ちゅうふうに１８％がどんどん一人歩き

をしていくような感じがするんですよ。 

 こういった説明をすれば、大体話はなるほどな

ちゅう理解はします。ただ、谷津委員が先ほどお

話ししましたように、やっぱり企業努力をどうし

たのかということが、やっぱり市民にとっては関

心事でありますし、言えば、全部とおってくった

らいちゅうことじゃいけないと思うので、そうし

たら今、谷津委員のほうから資料提供も求めがあ

りましたけども、そこら辺も含めて、もっと緻密

な説明をしていただきたいと思うんです。 

 この表を出すのもいいんでしょうけども、この

表はもう完全に中身がわからないわけですよね。

だから、ここに計算方式が２ページにあるんです

が、これでも企業努力っちゃほとんど見えないわ

けですよ。現在も使って試算は平成２８年度から

の必要な金と、そして今の金で割って、どうして

も１８％にならざるを得ないちゅうのは、そこは

理解できるんだけども、水道局はどれだけ努力を

してこういうふうになったのか。将来的にこうい

う事業があって、こういう値上げをせざるを得な

いんだということの説明をもっと緻密にやられた

ほうがいいと思うんですね。そこら辺の考えを聞

かせてください。 

○水道管理課長（元石功一）水道局の企業努力、

どういうことを考えているんだといったことだろ

うと思いますが。合併後、水道局として企業努力

をしてきたことについて、若干説明をさせていた

だきます。 

 まず、平成１９年４月に水道局を東郷に集約を

いたしました。その時点で、平成１７年度は

２５人、水道事業にかかわる職員がおりました。

東郷に集約したことで、２１人、職員の４人の削

減といったことで、市の職員定数、当初

１,１００人を目標として来ておりましたが、既に

水道局では平成１９年４月に、その１,１００人体

制に、まずはなったといったことで考えておりま

す。まずは、そういった組織の再編、そういった

ことで職員を減らして、そういったのも企業努力

だというふうに考えております。 

 また、もう一つにつきましては、企業債の繰上

償還、平成１９年度に総務省が５％以上の企業債

について、繰上償還、あるいは定理の企業債の借

り上げといったことで法ができました。この制度

によって、我々も繰上償還、あるいは低利のやつ

に借りかえをしましたが、これについてもどこの

事業体でもできるというわけではございませんで
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した。これをするには、やはり経営健全化計画を

つくって、それを総務省が認めないと、そういっ

た借りかえ、あるいは繰上償還もできなかったと

いうことになります。 

 全国のそういった水道事業体が全て繰上償還を

したかと言えば、そうではなかったというふうに

思っております。やはりそういった健全計画を立

てないと、繰上償還もできないというふうに考え

ております。この繰上償還によりまして、平成

３２年度までの企業債の利息、およそ５億

７,０００万ほど削減ができました、平成３２年ま

での５億７,０００万。こういったことをしていな

いと、まだ水道料金を上げないといけないといっ

たことになると思います。 

 またもう一つが、合併後、４つの水道事業にな

っておりました川内、東郷、樋脇、入来。それぞ

れの財布でそれぞれのところをいろいろ事業して

いたんですが、これを平成２３年４月に事業統合

しました。一つの水道事業にしました。これによ

って、今まで４つの水道事業がございましたが、

それを一つの水道事業にしたことによって、一つ

の財布で重点的に施設の更新、そういったのがで

きるようになりました。 

 で、樋脇、あるいは入来、あるいは東郷、それ

ぞれ集中的な投資によって施設の更新をしてまい

りました。そういったことを現在まで取り組んで

おりますが、今後におきましては、窓口関係職員、

あるいは嘱託員、臨時で業務を進めておりますが、

これについても平成２８年４月から民間委託をし

たいというふうに考えております。これで職員

３名、嘱託員５名、臨時職員１人の削減ができる

んじゃないかなというふうに考えております。 

 そういった、今後、民間にできるものは民間に

委託をしながら、また費用対効果等も考慮しなが

ら健全経営を目指していきたいというふうに考え

ておりますので、よろしくお願いします。 

○委員（新原春二）そんな説明をしてもらえれ

ば非常によくわかってくるわけです。先ほど委員

長が話をされましたように、企業と公会計という

のは、必ずしも物は違うというのはよく理解でき

るんです。しかし、採算性をとっていくちゅうこ

とでは、やっぱり一緒だと思うんですよね。もう

ける必要はないんだけども、公的な場合はもうけ

るんじゃないけども、採算性はとっていかなきゃ

ならないちゅう、さっき谷津委員のほうから指摘

をされたとおりだと思うんですけども。 

 そういうのを市民にきちんとやっぱりわかるよ

うに説明をするちゅう意味で、この表だけ出すん

ではなくて、もっと緻密に市民が理解ができるよ

うな、誰でも理解ができるような言葉と数字で広

報をしていただければ、市民もライフラインです

ので、どうせ水がなければいけませんし、この間、

青山に行ったときも「水道料金がたこなっどん、

やっぱり管理が大切や」という話があったようで

すので、そこら辺も市民のニーズといいますか、

そういうものをきちんとやっぱり説明責任を是非

していただきたいということをお願いをしておき

ます。 

○委員長（宮里兼実）委員長から申し上げます。 

 我々のこの建設水道委員会というのは、非常に

市民サービスという一番大きな、行政にとっても

重要なところで、ましてこの水道事業というのも、

最近、田舎の過疎化がどんどんどんどん進んでい

る中で水道事業というのも行われて、それこそ僻

地の１軒しか住宅がない―語弊を受けるわけで

はないと思いますけれども、そういうところにも

一本一本、それこそ配管がされておるわけであり

まして。そういうところも維持管理をしていかな

ければならないと、市街地だけの水道事業ではな

くして、やはりそういった過疎地域の、もうどん

どんどんどん人がいなくなって、この部落にも二、

三軒しかないというようなところまで配管が行わ

れておるわけですから、非常に難しい、サービス

事業としては難しいところがありますけれども。

先ほどから出ておりますように、そういったとこ

ろも含めて努力をしていただいて、市民にも手落

ちのないように理解をしていただくように、そう

いったことで今回の値上げについても十分市民が

納得いくようないろんな説明を。年寄りはパーセ

ントで説明をしても理解できないお年寄りもいっ

ぱいおられると思いますので、そういったいろん

な説明の仕方も考えながら十分取り組んでいって

いただきたいと思っておりますので、どうかひと

つよろしくお願いします。 

 ほかにございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）委員外議員、質疑はあり

ませんか。 

○議員（森満 晃）済いません、２点教えてく

ださい。 
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 １点目は、収益的収支の中で職員給与ですが、

この平成２８年度から５年間、アップされている

ということで、これはもう職員それぞれが昇給さ

れるという点でのアップでよいのかというのが

１点。 

 それと、この水道事業、全国的に見ましても、

人口減などで他の自治体と合併して水道事業を行

う、経営される自治体も今出てきてますけども、

それも見越されてというか、薩摩川内市的には将

来的にとか長いスパンでしょうけど、そういう水

道事業だけが他の自治体と合併してとか、そうい

うことはないだろうとは思うんですけど、もしそ

のような考えがありましたら教えてください。 

○水道管理課長（元石功一）この財政収支予定

表の職員給与費につきましては、現在のいる職員

をベースに、そういった考え方で算定をしてござ

います。それと、広域化といったことなんですが、

今国においては非常に力を入れております。他県

においては広域水道事業団とか、そういった事業

団を組んでやっておりますが、今我々としては

１市４町４村、こういった９つの団体で合併しま

したので、まずはこの９つの団体のそういった水

道の施設、あるいはサービス、これをまずは全部

均一、統一にしたいということで今まで頑張って

きました。 

 今後において、そういった広域化といったこと

については、今のところは、まだ検討もしてない

し、考えてもいないところであります。 

 ただし、災害対応につきましては、近隣の事業

体とも話をしながら、そういったことについては、

応援体制といったものについては、今のところは

話はしながら進めているところです。協力しまし

ょうといったことで進めております。 

 以上です。 

○委員長（宮里兼実）ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 これより、討論・採決を行います。 

 まず、議案第１６２号について討論・採決を行

います。討論はありませんか。 

○委員（谷津由尚）討論の前に、先ほど提出を

お願いしました資料について、ちょっといつ出て

くるかわからないんですが、その資料を見させて

いただきまして、この数字の算出根拠といいます

か、その辺がきちんと明確になって、その中にあ

る企業努力にしても認められるという判断ができ

るまで、できれば、この１６２・１６３号の二つ

については継続という形でやったらどうかという

ふうに思います。ちょっとこのほかの委員の方に

お諮りをお願いします。 

○委員長（宮里兼実）ただいま谷津委員のほう

から──協議会に切り替えます。 

～～～～～～～～～～ 

午前１１時１３分休憩 

～～～～～～～～～～ 

午前１１時１４分開議 

～～～～～～～～～～ 

○委員長（宮里兼実）それでは本会議に戻しま

す。 

 ただいまこれらの議案を継続審査にしてはとい

う声がありましたが、今議会は会期が延長された

後、決算審査にかかわる委員会の開催が予定され

ておりますので、これらの議案については、その

際に改めて審査を行うことにしてはと思いますが、

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議ありませんので、

議案第１６２号及び１６３号にかかわる審査はこ

こまでとし、審査を一時中止します。 

 なお、１０月７日及び８日に予定されている委

員会において、改めて審査を行いますので、御了

承願います。 

○委員（大田黒 博）それは別にいいんですが、

今谷津委員が言われたその資料等においては、そ

の時点までに出てくるんでしょうか。資料の確認

だけお願いします。 

○委員長（宮里兼実）資料は早急に。この決算

委員会前までには準備はできますか。 

○水道管理課長（元石功一）提出期日というの

がいつぐらいにしたらよろしいでしょうか。 

○委員（谷津由尚）算出根拠ともう１種類ある

んですけど、大分細かい数字の積み上げになると

思いますので、私どもも、そのお時間をいただき

たいと思うんです、その内容をよく見させていた

だくために。 

 ですので、ここで言えるのは、本当に早ければ

早いほどいいということをお願いをさせていただ

きます。 

○水道管理課長（元石功一）資料の中身ですが、

考え方、あるいは積算の根拠、そういったもの等
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でいいのか。それとも細かい数字まで出して、そ

ういった形の資料になるのか、その辺をちょっと

お聞きしたいというふうに思います。 

○委員（谷津由尚）今おっしゃったとおりです。

財政収支予定表の中のこのいろんな金額がありま

すが、これがなぜこうなったのかということがわ

かる資料及び考え方がわかるものであれば、それ

で結構です。 

○水道管理課長（元石功一）はい、わかりまし

た。 

────────────── 

△議案第１６５号 平成２７年度薩摩川内

市簡易水道事業特別会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１６５号平

成２７年度薩摩川内市簡易水道事業特別会計補正

予算を議題といたします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○上水道課長代理（前田和博）議案第１６５号

平成２７年度薩摩川内市簡易水道事業特別会計補

正予算について、説明いたします。 

 まず、歳出から説明いたしますので、予算に関

する説明書の８３ページをお開きください。１款

１項１目一般管理費１２６万４,０００円の増額補

正は、右側説明欄のとおり、４月の人事異動に伴

う職員の給料等の調整です。 

 次に、８４ページをごらんください。２款１項

１目施設整備費１,００３万２,０００円の減額補

正は、右側説明欄のとおり、鹿島簡易水道建設事

業にかかわる国の補助内示の減額に伴い、工事費

等の調整を行うものです。 

 続きまして、歳入について御説明しますので、

７９ページをお開きください。３款１項１目簡易

水道事業補助金、補正額４９９万１,０００円の減

額は、生活基盤近代化事業補助金を国の内示額に

あわせて減額するものです。 

 次の８０ページ、６款１項１目一般会計繰入金、

補正額３２万円の増額は、一般会計からの繰入金

による財源調整です。 

 次の８１ページ、７款１項１目繰越金、補正額

９０万３,０００円の増額は、右側説明欄のとおり、

準繰越金を計上するものです。 

 次の８２ページ、９款１項１目簡易水道事業債

５００万円の減額は、鹿島簡易水道建設事業の国

の内示による事業費減に伴い、調整するものです。 

 ここで、７６ページに返っていただき、第２表

地方債補正ですが、鹿島簡易水道建設事業費の減

額に伴い、限度額を１,９７０万円とするものです。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（宮里兼実）ただいま、当局の説明が

ありましたが、これより質疑に入ります。御質疑

願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 次に、委員外議員、質疑はないですか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより、討論・採決を行います。討論はあり

ませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本案を原案のとおり

可決すべきものと認めることに御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

────────────── 

△議案第１６６号 平成２７年度薩摩川内

市温泉給湯事業特別会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１６６号平

成２７年度薩摩川内市温泉給湯事業特別会計補正

予算を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○上水道課長代理（前田和博）議案第１６６号

平成２７年度薩摩川内市温泉給湯事業特別会計補

正予算について説明いたします。 

 まず、歳出から説明いたしますので、予算に関

する説明書の９７ページをお開きください。 

 １款１項１目一般管理費７０７万７,０００円の

増額補正は、右側説明欄のとおり、職員の人事異

動に伴う給料等の調整のほか、入来温泉湯之山館

の清掃作業員雇用のための賃金や、開業後の実績

に基づく光熱水費の増額が主なものです。 

 次に９８ページをごらんください。２款１項

１目施設整備費１４２万２,０００円の減額補正は、

入来の柴垣湯解体工事に伴う執行残です。 

 続きまして、歳入について説明いたしますので、

９４ページをお開きください。 



－15－ 

 

 １款１項１目温泉使用料６７万３,０００円の増

額は、入来温泉湯之山館に入札により設置した自

動販売機３台分の行政財産使用料です。 

 次の９５ページ、３款１項１目一般会計繰入金

２５０万円の増額は、一般会計からの繰入金によ

る財源調整です。 

 次の９６ページ、４款１項１目繰越金２４８万

２,０００円の増額は、右側説明欄のとおり、純繰

越金を計上するものです。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

○委員（新原春二）湯之山館がオープンをして、

それぞれもう数か月たつわけですけども、今回、

光熱水費で二百何万の補正が出てますよね。１年

まだたっていないので、当初の予算として若干見

込みが狂ってくるという部分もあり得るわけです

けども。入館料としては結構入っているようです

ので、そこ辺の入館料と入館の見込みと現状の推

移。それと光熱水費も含めて財政的な面でどんな

収支を打ってるのか、そこら辺をちょっと説明を

お願いします。 

○上水道課長代理（前田和博）現在、入館者の

状況ですが、１日当たり大体４００人を見込んで

おりましたが、夏場に入りまして若干４００人を

切る状態が続いております。しかしながら、今か

らまた寒くなってきますと、どこの施設でも冬場

にかけては、かねての１１０％から１１５％とな

っていきますので、大体見込みの１２万人から

１３万人の人数には達するんではなかろうかと見

込んでおります。 

済いません。当初の見込みの電気料がちょっと

わからないもんですから、今現在の大体の電気料

なんですが、月額約１５万円ほどかかっておりま

す。ガス料金については、月額６０万円弱です。 

 以上です。 

○委員長（宮里兼実）ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 委員外議員、ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより討論・採決を行います。討論はありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本案を原案のとおり

可決すべきものと認めることに御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

────────────── 

△議案第１７５号 平成２７年度薩摩川内

市水道事業会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１７５号平

成２７年度薩摩川内市水道事業会計補正予算を議

題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○水道管理課長（元石功一）それでは、議案第

１７５号平成２７年度水道事業会計補正予算につ

いて説明をいたします。 

 別冊となっております水道事業会計予算書第

１回補正の９ページをお開きください。まず収益

的収入及び支出のうち支出について説明をいたし

ます。 

 １款１項４目総係費のうち、光熱水費を

１０６万７,０００円増額、委託料を１３万

７,０００円増額、手数料を９万８,０００円増額

するものでございます。電気料につきましては、

新庁舎──旧消防局の庁舎になりますが、あそこ

に電気を通電し、いろいろな電気設備等を点検し、

そして今に至っておりますが、通電した結果、電

気料金が発生するといったことで今回補正をお願

いしたものでございます。 

 また、委託料につきましては、新たに電話を備

えるといったことで委託料を補正したものでござ

います。 

 また、手数料におきましては、現在、窓口等の

業務委託について、公募型で入札を考えておりま

すが、入札をする相手につきまして、健全経営が

されているかどうか、そういった財務分析等を委

託する予定にしております。 

 そ れと消費税につきまして、１９１万

６,０００円減額をするものでございます。 

 １０ページをお開きください。資本的収入及び

支出のうち、支出におきまして、１款１項１目改
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良費のうち工事請負費２,５１６万６,０００円増

額するものでございます。これにつきましては、

現在、新庁舎の改修工事をしておりますが、改修

工事に当初予算で見えなかったもの、あるいは増

額されたものについて、今回２ ,５１６万

６,０００円、補正をするものでございます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いしま

す。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 次に委員外議員。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより討論・採決を行います。討論はありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本案を原案のとおり

可決すべきものと認めることに御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

────────────── 

△議案第１６４号 平成２７年度薩摩川内

市一般会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１６４号平

成２７年度薩摩川内市一般会計補正予算を議題と

します。 

 当局に補足説明を求めます。 

○上水道課長代理（前田和博）議案第１６４号

平成２７年度薩摩川内市一般会計補正予算のうち、

上水道課分について説明いたしますので、予算に

関する説明書の３９ページをお開きください。 

 ４款３項１目水道費、補正額２８２万円の増額

補正は、右側説明欄に記載のとおり、簡易水道事

業特別会計及び温泉給湯事業特別会計への繰出金

です。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 委員外議員。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 ここで、議案第１６４号一般会計補正予算の審

査を一時中止します。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（宮里兼実）次に、所管事務調査を行

います。 

 当局から説明がありますか。 

○水道管理課長（元石功一）特にございません。 

○委員長（宮里兼実）これより所管事務全般に

ついて、質疑に入ります。御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 委員外議員。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。

ここで協議会に切り替えます。 

～～～～～～～～～～ 

午前１１時３５分休憩 

～～～～～～～～～～ 

午前１１時３９分開議 

～～～～～～～～～～ 

○委員長（宮里兼実）ここで本会議に戻します。 

 以上で、水道管理課及び上水道課を終わります。

御苦労さまでした。 

────────────── 

△下水道課の審査 

○委員長（宮里兼実）次は、下水道課の審査に

入ります。 

────────────── 

△議案第１６７号 平成２７年度薩摩川内

市公共下水道事業特別会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）議案第１６７号平成

２７年度薩摩川内市公共下水道事業特別会計補正

予算を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○下水道課長（徳重勝美）それでは、議案第

１６７号平成２７年度薩摩川内市公共下水道事業

特別会計補正予算について説明いたします。 



－17－ 

 

 まず歳出から説明いたしますので、予算書の

１０９ページをお開きください。１款１項１目一

般管理費の事項、公共下水道管理費１,０１３万

５,０００円の増額は、平成２６年度の消費税確定

申告の実績に伴う公課費の増額であります。 

 次に、歳入について説明いたしますので、

１０８ページをお開きください。４款１項１目一

般会計繰入金１,０１３万５,０００円の増額は、

歳出の補正に対応し、増額するものであります。 

 以上で説明を終わります。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 委員外議員。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより、討論・採決を行います。討論はあり

ませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本案を原案のとおり

可決すべきものと認めることに御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

────────────── 

△議案第１６８号 平成２７年度薩摩川内

市農業集落排水事業特別会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１６８号平

成２７年度薩摩川内市農業集落排水事業特別会計

補正予算を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○下水道課長（徳重勝美）それでは、議案第

１６８号平成２７年度薩摩川内市農業集落排水事

業特別会計補正予算について説明いたします。 

 まず、歳出から説明いたしますので、予算書の

１１７ページをお開きください。 

 １款１項１目一般管理費の事項、農業集落排水

管理費３０７万８,０００円の増額は、甑島の里の

マンホールポンプの非常用発電機の修繕料、下水

道汚泥を堆肥化する施設点検のための委託料及び

平成２６年度の消費税確定申告の実績に伴う公課

費の増額でございます。 

 次に、歳入について説明いたしますので、

１１６ページをお開きください。 

 ４ 款１項１目一般会計繰入金３０７万

８,０００円の増額は、歳出の補正に対応し、増額

するものであります。 

 以上で説明を終わります。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 委員外議員。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより、討論・採決を行います。討論はあり

ませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本案を原案のとおり

可決すべきものと認めることに御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

────────────── 

△議案第１６９号 平成２７年度薩摩川内

市漁業集落排水事業特別会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１６９号平

成２７年度薩摩川内市漁業集落排水事業特別会計

補正予算を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○下水道課長（徳重勝美）それでは、議案第

１６９号平成２７年度薩摩川内市漁業集落排水事

業特別会計補正予算について説明いたします。 

 まず、歳出から説明いたしますので、予算書の

１２５ページをお開きください。 

 １款１項１目一般管理費の事項、漁業集落排水

管理費２１６万７,０００円の増額は、平成２６年

度の消費税確定申告の実績に伴う公課費の増額で

あります。 

 次に、歳入について説明いたしますので、

１２４ページをお開きください。 
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 ４ 款１項１目一般会計繰入金２１６万

７,０００円の増額は、歳出の補正に対応し、増額

するものでございます。 

 以上で説明を終わります。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 委員外議員。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより、討論・採決を行います。討論はあり

ませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本案を原案のとおり

可決すべきものと認めることに御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

────────────── 

△議案第１６４号 平成２７年度薩摩川内

市一般会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、審査を一時中止し

ておりました議案第１６４号一般会計補正予算を

議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○下水道課長（徳重勝美）それでは、議案第

１６４号平成２７年度薩摩川内市一般会計補正予

算のうち、下水道課分について説明いたします。 

 同じく予算書の４２ページをお開きください。

６款３項４目農業集落排水費において、農業集落

排水事業特別会計繰出金３０７万８,０００円を増

額するものであります。 

 次に、４４ページをお開きください。６款５項

５目漁業集落排水費において、漁業集落排水事業

特別会計繰出金を２１６万７,０００円増額するも

のであります。 

 次に、５０ページをお開きください。８款５項

４目下水道費では、事項、下水道管理費において、

平成２７年４月人事異動に伴う人件費の増額によ

り、１９７万９,０００円を増額し、事項、公共下

水道費において、公共下水道事業特別会計繰出金

を１,０１３万５,０００円増額するものでありま

す。 

 以上で説明を終わります。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 委員外議員。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 ここで、議案第１６４号一般会計補正予算の審

査を一時中止します。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（宮里兼実）次に、所管事務調査を行

います。 

 当局に説明を求めます。 

○下水道課長（徳重勝美）今回、建設水道委員

会の資料を配付してございます。この資料の内容

につきまして、説明いたします。 

 公共下水道川内処理区の新事業計画区域案につ

いて説明いたします。 

 公共下水道について、平成２８年度から平成

３２年度までの５か年で整備する事業計画区域と

して平佐第二地区の約３７ヘクタールを設定する

こととします。 

 今後のスケジュールは平成２８年２月を目標に

下水道法の事業計画変更を行い、平成２８年度か

ら平佐第二地区の汚水管路整備、宮里浄化セン

ターの処理施設の増設。これは放水量の増加、施

設のメンテナンスに対応するために行うものでご

ざいます。 

 資料の１ページをごらんください。新事業計画

区域案は、赤で囲ってありますＡ、Ｂ、Ｃの地区

で、区域の詳細は、天大橋へ通ずる市道隈之城高

城線の東側で、純心大学へ通ずる市道平佐吉野山

線からセイカスポーツクラブまでの区域でござい

ます。 

 ２ページをごらんください。公共下水道の全体

計画区域を１,４３４ヘクタールから７２３ヘク

タールに縮小し、赤く表示している宮里、向田、

川内駅東の平佐の一部、面積２５９ヘクタールが、

現在整備が終わり、供用開始している区域でござ
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います。 

 整備率は３５.８％で、下水道や浄化槽、合併浄

化槽などを利用する住民の割合を示す汚水処理人

口普及率は、平成２５年度末で本市が６８.１％に

対し、全国平均８８.９％で、本市は非常に低い状

況で、これからも生活環境の改善や公共用水域の

水質保全を図る上でも下水道の計画的な整備が必

要でございます。 

 今回の区域設定については、地区の説明会やア

ンケート調査などをもとに、単独浄化槽やくみ取

りの多い地区、下水道への接続意識が高い地区、

水道の使用料が多い地区を選定の重点項目といた

しまして、３ページにお示ししている結果などを

もとに、現在、供用開始している地区のさらなる

接続率の向上にも努めながら、平成２８年度から

平成３２年度までの５か年で整備する事業計画区

域案として、平佐第二地区の約３７ヘクタールを

設定することとします。 

 以上で説明を終わります。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これを含めて、所管事務全般につい

て質疑に入ります。御質疑願います。 

○委員（谷津由尚）御説明ありがとうございま

した。川内川から川北地区というんでしょうか

―という表現でいいんでしょうか。この川内北

中とか、２８２ヘクタールですね、ブルーになっ

ているエリアなんですが、ここについては計画は

あるんでしょうけども、その現実的にこれが今後

工事が進むという可能性はどうなんですか。 

○下水道課長（徳重勝美）この２８２ヘクター

ルも都市計画決定を打ちまして、薩摩川内市とし

ては公共下水道で整備したいという地区に設定し

ておりますが、まだまだ今現在、供用開始してい

る地区がまだ３８％でございますので、まだこの

右側は、赤く表示してございますこの市道隈之城

高城線の平佐側のほうを整備がしやすい地区から

重点的に整備して、今後また進捗を見ながら、川

内川の大小路側のほうにも予算とか財政的な面も

考慮しながら検討はしていきたいと思います。当

面はこの平佐地区のほうを整備する方向で今検討

しているところでございます。 

 以上です。 

○委員（谷津由尚）ありがとうございます。 

 以前、一般質問か何かの御答弁で、市長が、下

水道領域を広げるよりは合併浄化槽の補助金でい

ったほうがコスト的に安いということをおっしゃ

いまして、この川北地区が、最終的にはそっちの

合併浄化槽のほうで行かれるのかなというふうに

思っておったんですけども、明確な方針というの

は今ないですか、まだ。もしあったら教えてくだ

さい。 

○水道局長（落合正浩）当初、この下水道につ

きましては、大きく全体区域を１,４３４ヘクター

ルと、もっと広い範囲でございましたけれども、

とても近々の年間では整備できないということで、

全体区域を７２３に、まず都市計画区域を縮小し

ております。 

 その中で、下水道につきましては、非常に大き

なお金と時間を要するということで、住民の方々

にもやっぱりある程度法的制約をかけることにな

ることから、今言われますように、大小路地区は

都市計画決定は打っているんですけれども、実際

の事業計画としては、非常にまだ白紙の状態でご

ざいます。ですから、今後はやるのかやらないの

かということも含めて、もうちょっと判断の時期

がそのうち来るのではないかなというふうに考え

ております。現時点では、なかなか大小路までは

手を延ばせないのが実情でございます。 

 以上です。 

○委員（新原春二）公共下水道の薩摩川内市の

おくれは森市長から答弁でよく存じているんです

が、現在、平佐地区まで延びていき、今度は２期

目に入るんですけども、向田地区、平佐地区の接

続率がどうなっているのか。現在、計画的な接続

率との関係で、計画的に推移しているのかどうか、

そこら辺はどうでしょうか。 

○下水道課長（徳重勝美）今現在、赤く表示し

てございますこの２５９ヘクタールの接続率につ

きましては、建物戸数でいきまして、約６４％の

接続率でございます。まだまだ重点的に、この率

を伸ばしていかなければいけないと思っておりま

して、これにつきましては、地区の夏祭りに出向

いたりとか、あと９月１０日、下水道の日という

形でございまして、ことしはリブンプラスのとこ

ろで下水道の相談窓口等も設けてＰＲを兼ねてお

ります。また、ＦＭさつませんだいの中でも下水

道のＰＲということでしておりますので、私ども

も１％でも接続率が上がりますように鋭意努力し

ているところでございます。 

 以上です。 
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○委員（新原春二）接続率が上がらないと、や

っぱり採算ベースに乗っていかないというのはあ

りますので、ぜひ御努力をしていただきたいと思

うんですが。今回の平佐第二地区の広げていかれ

る部分で、住民アンケート等も含めてされている

と思うんですけども、大体どのくらいの希望があ

られるんですかね。この広さの中で全体戸数が何

百あるかわかりませんが、何百戸の戸数で接続を

したい、もう全戸がしてもらえばいいんですけど

も、なかなかそう行かないと思いますので。そこ

辺の住民のアンケートとか住民の要望なんかも含

めて調査はされて、事業展開をされていくと思う

んですけど、そこら辺の状況はありますか。 

○下水道課長（徳重勝美）ことしの２月に

１０自治会のところに、下水道とはこういうもの

ですよというまず説明をいたしまして、それから

住民のアンケートをとりました。その中で、下水

道に今後、今の状況が、側溝が悪臭がしたりとか、

そういうのはどうでしょうかというアンケートを

とりまして、アンケートの回答率としましては、

３６％の回答率だったんですが、このようなこの

アンケートの結果と、それから住民説明会の出さ

れた意見等をくみしながら、この地区を３７ヘク

タールということで、今回、今後整備する地区と

いうことで決めたわけでございます。 

○委員（新原春二）要望にしたいと思うんです

が。やっぱり工事をしてから接続をしないという

ふうになればいけませんので、できれば工事前に

ある程度の、住民説明会も含めて、住民が納得し

ていただけるような御努力をぜひお願いしたいと

思います。 

○委員長（宮里兼実）ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。

委員外議員、ないですか。 

［なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 以上で、下水道課を終わります。御苦労さまで

した。 

 ここで休憩に入ります。 

           ～～～～～～～～～～ 

           午前１１時５８分休憩 

           ～～～～～～～～～～ 

           午後 ０時５９分開議 

           ～～～～～～～～～～ 

○委員長（宮里兼実）それでは、会議を再開い

たします。 

────────────── 

△建設政策課の審査 

○委員長（宮里兼実）次は、建設政策課の審査

を行います。 

────────────── 

△議案第１６４号 平成２７年度薩摩川内

市一般会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）審査を一時中止しており

ました議案第１６４号一般会計補正予算を議題と

します。 

 当局に補足説明を求めます。 

○建設政策課長（須田徳二）建設政策課でござ

います。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第１６４号平成２７年度薩摩川

内市一般会計補正予算のうち、建設政策課分につ

いて御説明いたします。 

 予算資料の２７ページをお開きください。２款

１項１３目地籍調査費において、２,２９７万

３,０００円を減額するものであります。補正の内

容でありますが、説明欄記載のとおり、事項、地

籍調査事務費及び事項、用地管理事務費におきま

して、本年４月１日付の人事異動に伴い、職員給

与費等の調整を行うものでございます。 

 なお、地籍調査事務費の給与費等の減額が大き

い理由につきましては、本年４月の機構改革によ

り、建設政策課と用地課が統合され、２名の職員

が減となったことに伴うものであります。 

 次に、４６ページをお開きください。８款１項

１目土木総務費において、７２万円を増額するも

のであります。補正の内容でありますが、説明欄

に記載のとおり、事項、土木総務費において、本

年４月１日付の人事異動に伴い、職員の給与費等

を調整するものであります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 ここで、議案第１６４号一般会計補正予算の審

査を一時中止します。 

────────────── 
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△所管事務調査 

○委員長（宮里兼実）次に、所管事務調査を行

います。 

 当局に説明を求めます。 

○建設政策課長（須田徳二）それでは、今回は、

南九州西回り自動車道の６月議会分の経過と、今

後、社会資本整備を推進していく上で重要な要素

となっておりますストック効果について御報告を

いたします。 

 建設水道委員会資料、建設部の１ページをお願

いいたします。 

 まず、南九州西回り自動車道阿久根川内道路の

関係では、現地測量のための立ち入りに係ります

説明会が７月７日に旧西方小学校体育館、７月

９日に旧湯田小学校体育館、７月１４日に水引中

学校体育館で、それぞれ開催されました。 

 各会場の参加者は、旧西方小学校が６８名、旧

湯田小学校が５３名、水引中学校が６２名の合計

１８３名でありました。 

 今回の説明会は、現地測量に伴います土地の立

ち入りの承諾を得るもので、説明会の参加者から

は幾つか質問等も出されましたが、土地への立ち

入りについての承諾は得られております。また、

阿久根市においても同様の説明会が大川、西目、

山下の３会場で開催されております。 

 なお、説明会に来られなかった土地所有者に対

しましては、鹿児島国道事務所において、郵送に

て承諾のお願いをされたところであります。 

 次に、７月９日に、阿久根川内道路建設促進協

力会の設立総会が開催されております。協力会の

構成は、薩摩川内市と阿久根市の市長及び議長、

北薩地域振興局建設部長の５名で、会長に阿久根

市長、副会長に薩摩川内市長がそれぞれ就任して

おります。 

 なお、協力会の目的につきましては、阿久根川

内道路の建設に協力し、円滑な事業の促進を図る

こととなっておりますが、具体的な活動としまし

ては、事業推進に係る地元調整や国に対する要望

活動を主に実施していくこととしております。 

 実は昨日、当期成会において、上野議長、宮里

委員長にも参加いただき、九州整備局への要望を

行っているところであります。 

 また、６月議会の本委員会でも報告いたしまし

たが、本協力会と鹿児島国道事務所主催によりま

す事業着手式、これ中心杭打ち式というものです

が、これを１１月に阿久根市において開催する予

定でありますので、議員各位の出席をお願いした

いところであります。 

 次に、７月１６日に、南九州西回り自動車道建

設促進協議会並びに同期成会によります中央要望

が実施され、鹿児島・熊本両知事及び議長並びに

岩切市長ほか沿線の市長、町長など１６名が参加

しております。要望先は、財務省、国土交通省で、

要望先へは小里環境副大臣も同行していただき、

財務省では宮下財務副大臣並びに大家財務大臣政

務官へ。また国土交通省では、太田大臣並びに徳

山技監へ直接要望書を渡して説明しております。 

 新聞記事は、宮下財務副大臣への要望、右側の

写真は太田国土交通大臣への要望のものでありま

す。 

 以上が南九州西回り自動車関係の経過でありま

す。 

 次に、資料の２ページをお開きください。これ

からの社会資本整備を推進していく上で重要な要

素となっております社会資本のストック効果につ

いて御説明いたします。 

 建設政策課においては、毎年、南九州西回り自

動車道建設促進や川内川改修促進に係る要望を、

各協議会、期成会等で行っており、今年度も８月

末までに、ただいま説明しました南九州西回り自

動車道の要望のほか、川内川改修関係で、川内川

河川事務所、九州地方整備局及び本省へ要望を行

っております。 

 これらの要望の中で、今年度からは国は全ての

事業において社会資本のストック効果を、要望の

際の重要な要素として求めてきております。 

 これらの社会資本の経済効果には、フロー効果

とストック効果の二つの効果があります。資料に

も掲載しておりますが、フロー効果とは公共事業

を受注した業者の生産活動と材料等の購入、雇用

の誘発、所得の増加による消費拡大と公共投資に

よって、一時的に発生する効果であります。 

 一方、ストック効果でありますが、これにつき

ましては、蓄積された社会資本の供用による生産

性の向上、企業立地による民間投資や継続的雇用

の増加、新たな観光交流などの経済活動に対する

効果や、生活水準の向上、安全安心な生活空間の

創出など中長期的にもたらされる効果のことであ

ります。 

 公共事業の効果につきましては、通常、費用対
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効果に―Ｂ／Ｃでありますが―これにより事

業の妥当性を評価しておりますが、これから公共

事業は、選択と集中が必要であるとして、国では

社会資本が本来持つ効果を発揮し、新たな投資、

成長を呼び込むストック効果に着目するとのこと

であります。 

 このようなことから、ことしの川内川河川改修

促進に係ります要望においては、資料の左側のグ

ラフにありますとおり、中郷・瀬口地区の人口が

２０年間で約３倍に増加したことや、その下の天

辰第１地区では、人口が５年間で約１.６倍に増加

したことなどを川内市街部改修事業のストック効

果として取り上げ、事業の必要性を訴えてきたと

ころであります。昨日の整備局への要望の際にお

きましても、このストック効果について、しきり

に国は言っております。 

 資料の左下の写真につきましては、この川内市

街部改修のストック効果について、国土交通省が

取り上げ、全国の一事例として本省のストック効

果のパネル展で展示されたものであります。 

 また、南九州西回り自動車道においても、資料

右側のグラフにありますとおり、自動車道の供用

区間が延びるにつれて、川内港におけるコンテナ

の取扱量が１０年間で約４.５倍にふえたことや、

企業との立地協定締結件数が平成１８年度から平

成２６年度までに累計で２５件増加したこと、さ

らに観光客が９年間で約１.６倍に増加するなど、

ストック効果が確実にあらわれてきております。 

 このストック効果につきましては、国への要望

に際してはもちろんのことでありますが、これか

ら社会資本整備を推進していく上で重要な要素で

あると考えておりますので、今後も引き続き検証

していきたいと考えております。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これを含めて、所管事務全般につい

て質疑に入ります。御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 以上で、建設政策課を終わります。御苦労さま

でした。 

────────────── 

△建設整備課の審査 

○委員長（宮里兼実）次は、建設整備課の審査

に入ります。 

────────────── 

△議案第１５２号─議案第１５８号 

○委員長（宮里兼実）それでは、議案第

１５２号から議案第１５８号までの議案７件を一

括議題とします。 

 これらの議案７件については、各公園の指定管

理者の指定期間がいずれも平成２８年３月３１日

に満了することに伴い、新たに指定管理者を指定

しようとするものでありますので、一括して説明

を求め、質疑を行った後、１件ごとに討論・採決

を行います。 

 それでは、当局に補足説明を求めます。 

○建設整備課長（吉川正紀）建設整備課です。

よろしくお願いします。 

 それでは、各農村公園の指定管理者の指定に関

する議案第１５２号から議案第１５８号までの

７件を一括して説明させていただきます。 

 管理する農村公園の施設管理につきましては、

指定管理者制度を導入しており、現在、非公募に

より農村公園７か所をそれぞれ委託しております

が、全ての指定管理者の指定期間が平成２８年

３月３１日に満了することから、今回新たに指定

管理者を選定しようとするものでございます。 

 候補者の選定につきましては、指定管理者であ

る各７者から提出がありました。申請書の確認等

を経て、６月５日に樋脇、祁答院、東郷の支所長

を委員長として、内部委員３名、外部委員３名の

６名による指定管理候補者選定委員会を開催しま

した。その結果を受けて、本議案に７件の議案を

提出しているところでございます。 

 まず、議案第１５２号倉野農村公園の指定管理

者の指定について説明いたしますので、議案つづ

りの１５２―１ページをお開きください。あわせ

て、議会資料の１ページもごらんください。 

 指定管理者に指定する団体は、倉野地区コミュ

ニティ協議会で、当団体は現在の指定管理者であ

り、継続して行うこととなります。指定する期間

は、平成２８年４月１日から平成３３年３月

３１日までの５年間です。指定管理候補者の概要

は、議会資料の１ページに、また指定管理候補者

が示した事業計画の概要は、議会資料の２ページ

に記載しておりますので御参照ください。 

 議会資料の３ページをごらんください。選定委

員会を６月５日に開催し、候補者のヒアリングを
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含め、厳正な審査を行った後で採点した結果、

６００点中４８４点ということで、総合的に判断

して、当団体を次期指定管理者の候補として選定

いたしました。 

 次に、議案第１５３号藤本滝公園の指定管理者

の指定について説明しますので、議案つづりの

１５３―１ページをお開きください。あわせて、

議会資料の４ページもごらんください。 

 指定管理者に指定する団体は、藤本地区コミュ

ニティ協議会で、当団体は現在の指定管理者であ

り、継続して行うこととなります。指定する期間

は、平成２８年４月１日から平成３３年３月

３１日までの５年間です。指定管理者の概要は、

議会資料の４ページに、また指定管理候補者が示

した事業計画の概要は、議会資料の５ページに記

載しておりますので御参照ください。 

 議会資料の６ページをごらんください。選定委

員会を６月５日に開催し、候補者のヒアリングを

含め、厳正な審査を行った後で採点した結果、

６００点中５０４点ということで、総合的に判断

して、当団体を次期指定管理者の候補として選定

いたしました。 

 次に、議案第１５４号矢立農村公園の指定管理

者の指定について説明しますので、議案つづりの

１５４―１ページをお開きください。あわせて議

会資料の７ページもごらんください。 

 指定管理者に指定する団体は、黒木矢立農村公

園管理組合で、当団体は現在の指定管理者であり、

継続して行うこととなります。指定する期間は、

平成２８年４月１日から平成３３年３月３１日ま

での５年間です。指定管理者の概要は、議会資料

の７ページに、また指定管理候補者が示した事業

計画の概要は議会資料の８ページに記載しており

ますので、御参照ください。 

 議会資料の９ページをごらんください。選定委

員会を６月５日に開催し、候補者のヒアリングを

含め、厳正な審査を行った後で採点した結果、

６００点中４５８点ということで、総合的に判断

して、当団体を次期指定管理者の候補として選定

いたしました。 

 次に、議案第１５５号桜渡農村公園の指定管理

者の指定について説明しますので、議案つづりの

１５５―１ページをお開きください。あわせて議

会資料の１０ページもごらんください。 

 指定管理者に指定する団体は、上手地区コミュ

ニティ協議会で、当団体は現在の指定管理者であ

り、継続して行うこととなります。指定する期間

は、平成２８年４月１日からから平成３３年３月

３１日までの５年間です。指定管理者の概要は、

議会資料の１０ページに、また指定管理候補者が

示した事業計画の概要を議会資料の１１ページに

記載しておりますので御参照ください。 

 議会資料の１２ページをごらんください。選定

委員会を６月５日に開催し、候補者のヒアリング

を含め、厳正な審査を行った後で採点した結果、

６００点中４６０点ということで、総合的に判断

して、当団体を次期指定管理者の候補として選定

しました。 

 次に、議案第１５６号里農村公園の指定管理者

の指定について説明いたしますので、議案つづり

の１５６―１ページをお開きください。あわせて

議会資料の１３ページもごらんください。 

 指定管理者に指定する団体は、南瀬地区コミュ

ニティ協議会で、当団体は現在の指定管理者であ

り、継続して行うこととなります。指定する期間

は、平成２８年４月１日から平成３３年３月

３１日までの５年間です。指定管理者の概要は、

議会資料の１３ページに、また指定管理候補者が

示した事業計画の概要は議会資料の１４ページに

記載しておりますので御参照ください。 

 議会資料の１５ページをごらんください。選定

委員会を６月５日に開催し、候補者のヒアリング

を含め、厳正な審査を行った後で採点した結果、

６００点中４５２点ということで、総合的に判断

して当団体を次期指定管理者の候補として選定い

たしました。 

 次に、議案第１５７号山田農村公園の指定管理

者の指定について説明しますので、議案つづり

１５７―１ページをお開きください。あわせて議

会資料の１６ページもごらんください。 

 指定管理者に指定する団体は、山田地区コミュ

ニティ協議会で、当団体は現在の指定管理者であ

り、継続して行うこととなります。指定する期間

は、平成２８年４月１日から平成３３年３月

３１日までの５年間です。指定管理者の概要は、

議会資料の１６ページに、また指定管理候補者が

示した事業計画の概要は１７ページに記載してお

りますので御参照ください。 

 議会資料の１８ページをごらんください。選定

委員会を６月５日に開催し、候補者のヒアリング
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を含め、厳正な審査を行った後で採点した結果、

６００点中４７６点ということで、総合的に判断

して当団体を次期指定管理者の候補者として選定

いたしました。 

 次に、議案第１５８号東郷藤川ふれあい交流公

園の指定管理者の指定について説明いたしますの

で、議案つづり１５８―１ページをお開きくださ

い。あわせて議会資料の１９ページをごらんくだ

さい。指定管理者に指定する団体は、藤川特産品

販売所管理組合で、当団体は現在の指定管理者で

あり、継続して行うこととなります。 

 指定する期間は、平成２８年４月１日から平成

３３年３月３１日までの５年間です。指定管理者

の概要は、議会資料の１９ページに、また指定管

理候補者が示した事業計画の概要は、議会資料の

２０ページに記載しておりますので御参照くださ

い。 

 議会資料の２１ページをごらんください。選定

委員会を６月５日に開催し、候補者のヒアリング

を含め、厳正な審査を行った後で採点した結果、

６００点中４４８点ということで、総合的に判断

して当団体を次期指定管理者の候補として選定い

たしました。 

 以上で説明を終わります。よろしく御審査方を

お願いします。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

○委員（谷津由尚）１点。それぞれの指定管理

の方について、この採点、評価の点数をつけてあ

るんですけど、それぞれにいろんな点数がついて

るんですが、この差というのは結局どういうとこ

ろに出てきてるんでしょうか。例えば、掃除が完

全じゃないとか、やっぱそういう、現象としては

そういうところに出てきてるんでしょうか。 

○建設整備課長（吉川正紀）採点としては、そ

ういうところの採点は出てきていません。実際、

指定管理をやってもらう段階での採点ですので、

その今からしようとする意欲とか、事業計画なり、

そういうところの中の判断で、一応皆、委員の

方々のそれぞれの点数ということで出てきており

ます。 

 以上です。 

○委員長（宮里兼実）いいですか。ほかに。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 これより、討論・採決を行います。 

 まず、議案第１５２号倉野農村公園の指定管理

者の指定について、討論・採決を行います。討論

はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本案を原案のとおり

可決すべきものと認めることに御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

 次に、議案第１５３号藤本滝公園の指定管理者

の指定について、討論・採決を行います。討論は

ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本案を原案のとおり

可決すべきものと認めることに御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

 次に、議案第１５４号矢立農村公園「せせらぎ

の里」の指定管理者の指定について、討論・採決

を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本案を原案のとおり

可決すべきものと認めることに御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

 次に、議案第１５５号桜渡農村公園の指定管理

者の指定について、討論・採決を行います。討論

はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本案を原案のとおり

可決すべきものと認めることに御異議ありません
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か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

 次に、議案第１５６号里農村公園の指定管理者

の指定について、討論・採決を行います。討論は

ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本案を原案のとおり

可決すべきものと認めることに御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

 次に、議案第１５７号山田農村公園の指定管理

者の指定について、討論・採決を行います。討論

はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本案を原案のとおり

可決すべきものと認めることに御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

 次に、議案第１５８号東郷藤川ふれあい交流公

園の指定管理者の指定について、討論・採決を行

います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本案を原案のとおり

可決すべきものと認めることに御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

────────────── 

△議案第１６４号 平成２７年度薩摩川内

市一般会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、審査を一時休止し

ておりました議案第１６４号一般会計補正予算を

議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○建設整備課長（吉川正紀）それでは、議案第

１６４号建設整備課分の補正予算について、説明

いたします。 

 まず、歳出から説明いたしますので、予算に関

する説明書の４７ページをお開きください。 

 ８款２項３目道路新設改良費ですが、２２万

２,０００円の増額であります。補正の内訳は、右

側説明欄に記載のとおり、一般道路整備事業費は、

職員の異動等に伴う増額です。また、川内地域踏

切改良拡幅事業、網津踏切ですが、これにつきま

しては、国からの補助事業における補助内示額が

要望額より減額されたことに伴い、財源調整を行

っております。 

 次に、４９ページをお開きください。８款５項

２目街路費ですが、建設整備課分は、３０４万円

の減額であります。補正の内訳は、右側説明欄に

記載のとおり、駅前白和線整備事業費について、

補償金などの算定により減額するものです。 

 次に、５０ページをお開きください。８款５項

５目公園緑地費ですが、１,６７４万７,０００円

の増額であります。 

 補正の内訳は、右側説明欄に記載のとおり、公

園管理事業費は東郷平和公園の法面が６月の降雨

により一部崩壊したため、崩壊対策のための測量、

設計、業務委託料と寺山憩いの広場第１駐車場横

のトイレに、利用者からの要望の多かった洋式ト

イレを、男女それぞれ一つずつ設置する工事請負

費を計上しました。 

 また、三堂公園整備事業費につきましては、職

員の異動に伴い、１名増による増額です。 

 続きまして歳入について説明いたしますので、

前に返っていただき、１６ページをお開きくださ

い。１５款２項６目土木費補助金、建設整備課分

について説明いたします。 

 整備課分は４,５３０万９,０００円の減額であ

ります。１節道路橋梁費補助金、建設整備課分は、

右側説明欄に記載の２段目の社会資本整備総合交

付金で、１,３７５万円の減額になります。これは

川内地域踏切改良拡幅事業で、国からの補助事業

内示に伴う対象事業費が減額されたことにより減

額するものです。２節都市計画事業費補助金のう

ち、建設整備課分は、右側説明欄に記載の社会資
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本整備総合交付金で、３,１５５万９,０００円の

減額です。これは駅前白和線整備事業費で、国か

らの補助事業内示に伴う対象事業費が減額された

ことにより減額するものです。 

 続きまして、債務負担行為補正について説明い

たしますので、８ページをお開きください。先ほ

ど農村公園の指定管理者の指定について審査して

いただきましたが、これらは全て委託料制の施設

であり、指定期間が複数年にわたることから、指

定管理料の債務負担行為を設定する必要がありま

す。 

 恐れ入りますが、１２ページをお開きください。

表の一番上の倉野農村公園から、７番目の東郷藤

川ふれあい公園について、今回補正するものです。 

 以上で説明を終わります。よろしく御審査方お

願いします。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 ここで議案第１６４号一般会計補正予算の審査

を一時中止します。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（宮里兼実）次に、所管事務調査を行

います。当局に説明を求めます。 

○建設整備課長（吉川正紀）先月の台風１５号

に伴う建設整備課が所管する施設の被害状況につ

いて報告いたします。 

 ７５か所の公園などの倒木がありました。約

５９０本ぐらいの木が倒れまして、主に桜が大半

を占めていたところです。また、施設については、

東屋の屋根部分やフェンスなど、施設で３９か所

が台風により被害がありました。 

 川内地域の街路につきまして、植えられている

街路樹なんですが、倒木が多くて、朝、車が通行

できないちゅうことで、朝早くから農業、土木業

者のほうが率先して出てもらって倒木等の除去を

してもらって、交通開放ができたと思っておりま

す。 

 また、総合運動公園の上池周辺などが相当な被

害を受けまして、一応公園の周辺の倒木は完全に

終わったところです。また、残りの公園などにも

ついて、今早急に土木業者、造園業者のほうに倒

木等の除去などをお願いしているところです。 

 以上です。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これを含めて、所管事務全般につい

て質疑に入ります。御質疑願います。 

○委員（新原春二）２点ほど伺います。事業の

進捗率についてをお知らせください。先ほど網津

踏切の関係で国の予算が削られるという話があり

ました。それで、予算の組み替えをしたというこ

となんですが、網津踏切はなかなか広がらない実

態がありますので、そこら辺の実態と、先ほど駅

前白和線の関係をちょこっと予算で話がありまし

たが、そこら辺の実態をお知らせください。 

○建設整備課長（吉川正紀）網津踏切の件なん

ですが、おれんじ鉄道との委託の関係は終わりま

して、そちらのほうは順調にいっております。そ

れと踏切付近の工事のほうの発注も終わったとこ

ろです。あと網津のほうについては、交差点、

３号線との取りつけの工事と舗装が残っている状

況ですので、あとは早くうちのほうが踏切の付近

の工事を済まして、おれんじのほうが踏切の拡幅

の工事をするということですので、来年の３月ま

でには終わる予定でいます。 

 駅前白和線のほうなんですが、工事発注が昨日

ありました。仮設道路の発注がありましたので、

また仮設道路を来年の２月ぐらいまでには完成し

まして、仮設道路に切りかえていきたいと思って

いるところです。この駅前白和線のほうも国の補

助金がつかなかったんですけれど、財源のほうに

合併特例債をちょっと充ててもらって、この駅前

白和線の進捗が図られるように財源を調整しても

らったところです。 

 以上です。 

○建設部長（泊 正人）全体的な話で少し補足

をさせていただきますが、今新原委員のほうから、

国の内示が少なくて組み替えをしたりということ

がありまして、全県的にかなり低い内示額であり

ました。後ほど都市計画課のほうで都市計画課長

が詳しく説明をすることになっておりますけれど

も、前年度に比べてもかなり低い内示率で、本市

につきまして、この辺が区画整理、あるいは維持

の長寿命とか、橋梁長寿命とか、都市計画課の中

郷五代線とか全部をひっくるめての配分をするこ

とで庁内で調整をしまして、一番影響のないとこ

ろを待ってもらって、区画整理であるとか、駅前
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白和だとかには本年度、余計に対応したというよ

うなことでございますので、あとの各課でも、そ

ういう国の内示が少なかったという説明が来ると

思いますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 以上で建設整備課を終わります。御苦労さまで

した。 

────────────── 

△建設維持課の審査 

○委員長（宮里兼実）次は、建設維持課の審査

に入ります。 

────────────── 

△議案第１６４号 平成２７年度薩摩川内市

一般会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、審査を一時中止し

ておりました議案第１６４号一般会計補正予算を

議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○建設維持課長（永田一朗）それでは、議案第

１６４号一般会計補正予算の建設維持課分につい

て御説明申し上げます。 

 まず歳出から御説明いたしますので、予算に関

する説明書の４７ページをお開きください。 

 ８款２項１目道路橋梁総務費でございます。右

側の説明欄をごらんください。３１７万

８,０００円の増額につきましては、職員の異動に

伴う給与関係の調整による増額でございます。 

 続きまして、４８ページをお開きください。

８款２項４目橋梁維持費でございます。右側の説

明欄をごらんください。２,９００万円の減額につ

きましては、防災安全交付金の国からの内示額が

減額になったこと、橋梁の補修設計及び点検業務

委託費の増額に伴い、委託料と工事請負費の組み

かえを行う減額でございます。 

 続きまして、６１ページをお開きください。

１１款２項１目現年公共土木災害復旧費でござい

ます。右側説明欄をごらんください。４３２万

９,０００円の減額につきましては、職員の異動に

伴う給与関係の調整による減額でございます。 

 歳出が終わりまして、続きまして歳入について

御説明いたします。前のページの１６ページをお

開きください。 

 １５款２項６目土木費補助金でございます。建

設維持課分につきましては、１節橋梁費補助金の

説明欄をごらんください。防災安全交付金

１,５９５万２,０００円の減額につきましては、

これは先ほど歳出のところで御説明いたしました

橋梁の補修に関係する予算で、国からの内示額が

減額になったことに伴い、歳入を減額するもので

ございます。補助率につきましては５５％でござ

います。 

 以上で、建設維持課分に係る一般会計補正予算

の説明を終わります。よろしくお願い申し上げま

す。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

○委員（谷津由尚）今ほど道路橋梁費の補助金

が減額になったということで、この橋梁について

は、本市は長寿命化の一環で、市内にある

１００か所以上の橋梁の点検をして、少しずつこ

の整備をしていくということをやっておられるわ

けですけど、こういうふうに国からの助成金が減

額されるということは、その辺の長い計画に障害

は出ないのか、教えてください。 

○建設維持課長（永田一朗）今回、国からの予

算につきましては、当初の要望申請につきまして

は２億９,０００万、それに対しまして、内示額が

２億６,１００万。基本的に２,９００万の減とい

うことで、一応内示額を受けたわけなんですけど、

この部分につきましては、今回の本年度の部分に

ついて、２,９００万の落とした額で工事もしくは

補修の設計、そういう部分を賄っていこうかなと

思ってますんで。あと来年度以降の部分で、そこ

の巻き返しだったりとかそういう部分を考えてい

きたいと考えております。 

○委員（谷津由尚）もし来年も減額になったら

どうなるんですか。 

○建設部長（泊 正人）一番危惧するところは、

そこなんですけれども。ただ現在の国土交通省の

考え方といたしましては、つくるというよりも直

すということで、こういう長寿命化に対して、か

なり重く考えてもらっておりますので、県を通じ

たりいろんな要望活動の中で確実に予算を確保で

きるような活動をしていきたいと思います。 

 ただ、谷津委員おっしゃるように、そういう減

額減額で来ると、当然、期間は延びていくことに

なりますので、そこはやはり危険度の高いところ

を優先した形で順送りすることになっていくだろ

うと思います。 
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 以上です。 

○委員長（宮里兼実）いいですか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 ここで、議案第１６４号一般会計補正予算の審

査を一時中止します。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（宮里兼実）次に、所管事務調査を行

います。当局に説明を求めます。 

○建設維持課長（永田一朗）今回の台風１５号

による被害状況及びその後の８月２９日から

３０日の豪雨による被害状況について御説明を申

し上げます。 

 まず台風１５号による被害状況でございます。 

 今回、私どもが管理しています市道、その倒木

による道路被害が６１３か所ございました。９月

１５日をもちまして、九電、ＮＴＴさんの協力を

いただきまして、９月１５日に通行どめを全て解

除したところでございます。公共災害につきまし

てはありませんでした。あとは単独災害につきま

しては、河川護岸の崩壊が２か所ほどございまし

た。それと水防倉庫がございます。その中でも

４か所、屋根、あと壁に被害を被っております。 

 それと台風１５号後の８月２９日から３０日に

おきまして、雨が降りました豪雨による被害状況

でございます。公共災害が５か所ありました。法

面の崩壊が２か所、路肩の崩壊が３カ所というこ

とで、東郷に１か所、下甑に４か所被害を受けて

おります。それと市管内全体で単独災害を約

５０か所ほど、法面の崩壊と路肩の崩壊等につい

て被害を受けたところでございます。 

 被害の状況につきましては、以上でございます。 

 最後に、今回受けました災害箇所の早急な復旧

に、これからは努めていきます。それとあとは、

また今後、台風災害等が発生するおそれがござい

ます。これまで以上に迅速な対応に努めるととも

に、日ごろより適切な道路河川等の維持管理に努

めてまいりたいと考えております。 

 以上で終わります。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これを含めて、これより所管事務全

般について質疑に入ります。御質疑願います。 

○委員（谷津由尚）所管事務について１点質問

します。 

 今回の台風の被害には、本当に大変な努力で復

旧をされましたことに、まずもって感謝申し上げ

ます。 

 約１５年ぶりぐらいなんです、この大きなのが、

ちょうどこの甑島のあたりを通って、一番条件の

悪いコースを大きなのが通ったという、約１５年

ぶりぐらいに来たわけですけど。で、今回の被害

があって、何が言いたいかといいますと、やはり

その１０年以上たつと、木というのは大きくなっ

て、当然台風が来たときに倒れやすくなるという

のがあるもんですから、今回のことを教訓にして、

ちょっと市有地ではなくて民有地になってしまう

んですけど、その辺からの倒木が危なそうな木が

あったら日ごろからちょっと切らせていただくと

か、そういう予防保全という動きというのはどう

なんでしょう。検討のテーブルにも乗らないので

しょうか。 

○建設維持課長（永田一朗）私どもが市道、あ

と里道という部分を管理してございます。その周

辺にそういう形で倒れそうな木があるということ

で、地元の方とか、自治会の方、あと地区コミか

らもそういう形で要望がございます。そういう部

分については、何か所かはその当初予算の維持管

理費の中で、前もってそういう危険な箇所につい

ては、地元の要望を受けた部分については、何か

所かは処理しているところもございますので、そ

ういう形で地元要望からだけではなくて、道路パ

トロールした中で、ここはちょっと危険だなとい

うところについては、また地元のほうとも調整さ

せていただきながら、事前にその倒木被害を受け

ないような形のものができればという形では考え

てございます。 

○建設部長（泊 正人）あくまでも個人の木な

んですけれども、市長がちょっと話をしてたんで

すけれども。今回も切った材木、丸太を中パさん

が引き取ってもらったりもしておりますので、や

はりそういう木質バイオマスの関係で、「くれる

よ」というようなのがあれば、中パさんが道路脇

の最前列ぐらいでも切って、処理をされていけな

いのかなというようなことで、また御相談をして

みたいと思います。そういう企業を使わないと、

市の費用で個人の木を切ってというのは、なかな

か厳しいと思いますので、そういったいろんな角

度から検討はしてみたいと思います。 

○委員長（宮里兼実）いいですか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 以上で、建設維持課を終わります。御苦労さま

でした。 

────────────── 

△都市計画課の審査 

○委員長（宮里兼実）次は、都市計画課の審査

に入ります。 

────────────── 

△議案第１５９号 財産の取得について 

○委員長（宮里兼実）それでは、議案第

１５９号財産の取得についてを議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○都市計画課長（山村昭一郎）議案第１５９号

につきまして、御説明申し上げます。 

 議案つづりその１、１５９―１ページをお開き

ください。 

 議案第１５９号財産の取得についてでございま

す。川内駅西口駐車場につきましては、年間約

５万台の利用により、約３,０００万円の使用料収

入がある施設であり、利用者に対して適切なサー

ビスを行う必要があります。 

 そのような中、現在の川内駅西口駐車場の入室

庫管理システムにつきましては、平成１６年３月

に設置され、１０年が経過している状況であり、

現時点で全く作動しなくなるなどの大きな故障は

ないものの、経過年数を考えた場合、いつ故障が

起きてもおかしくない状況でございます。 

 しかし、そのような場合、機器が古く、部品の

代替品がなく対応できない状況で、利用者への著

しいサービスの低下が懸念されるため、今回入室

庫管理システムの更新整備を行うものでございま

す。 

 取得する財産は駐車場入室庫管理システム一式、

取得価格は消費税込みの２,９１６万円で、取得の

相手方といたしましては、株式会社ＩＰＧとして

おります。 

 なお、システム一式の概要につきましては、次

のページ、１５９―２ページに記載しております

が、駐車場発券機２台、自動料金精算機２台のほ

か、ごらんのとおりの機器構成となっております。 

 以上で、議案第１５９号財産の取得についての

説明を終わります。よろしく御審査賜りますよう

よろしくお願い申し上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

○委員（新原春二）取得自体にそれは何も問題

はないんですけども、この機械の発注の場合に、

お金を入れるところが何も受け皿がなくて、受け

皿が小さいのがあるんですけど、落としてとろい

とろいしている人が多いんですよ。それで大きな

皿がありますよね。もうお金も投げ込み方式、あ

の方式にしてもらえないかということなんですけ

ど、余り大きなのは車に当たるので、大きなお金

をばっと投げ込んだらざっと入っていくようなそ

の方式があると思うんですけど、そこら辺になっ

てるかなってないかわかりませんが、そこら辺は

わかりますか。 

○都市計画課長（山村昭一郎）今の発注の状態

としましては、そうなってはございません。同額

もしくは若干の負担、もしくは減額でできるのか

どうか、今後ちょっと検討はしてみたいと思いま

す。 

○委員（大田黒 博）あわせて、せっかくやり

かえるんだったら、今出ましたのを含めて、入室

は問題ないと思いますけど、出るときに、出庫の

ときに切りかえをされるとか、祁答院から来て、

回数は使わないんですけどもよく聞くんです、切

りかえしたりするとかですね。そういうのを解消

できないかと思うんです。やっぱり鹿児島あたり

行くと改良はされてます。よく精算するときので

すよ。だから、その辺を職員の皆さんに聞かれれ

ばわかるんじゃないかなと思うんですけども。切

りかえをしないような、どうせやりかえるんだっ

たら、これだけかけて、その辺を含めたものを総

合的に見ていただきたいなと思ってます。 

 以上です。 

○都市計画課長（山村昭一郎）ちょっと駐車場

の広さの問題もございますので、確実にできると

は言い切れないところもあるんですけれども、そ

こも含めて検討もしてみたいと思います。少し前

に出すとか、そういうふうなところもあろうかと

思いますんで、あわせてちょっと検討はさせてい

ただきたいと思います。 

○委員（川畑善照）これは何年目になるのか知

らんですけど、購入するのとリースのほうと、そ

れからメンテナンスというか、何年補償なのか、

それなんかはどんななってるのかということと、

それから中が満車になった場合は、満車システム



－30－ 

 

ももちろんついてるんだと思いますが、全て含め

て購入して故障・事故が起こった場合に、これ全

部市のほうでまた面倒見るのか、リースのほうが

割安になるんじゃないかなと思ったもんですから。

それいかがですか。 

○都市計画課長（山村昭一郎）主幹のほうにち

ょっと説明をさせていただきます。 

○主幹（鍋倉省司）川畑委員の質問にお答えし

ますけれども、購入とリースとしますと、当然

リース率がかかってきますので、今回２,９１６万

ほどの購入費になっておりますけれども、これが

減価償却の関係で、リース期間は６年ほどになり

ます。６年ほどになりますと、総リース率が

３,４００万ほどになりますので、３４０万、

３５０万前後のリース料が含まれてきまして、や

っぱり購入のほうが格安になるということになり

ます。 

 メンテナンスにつきましては、指定管理のほう

で、今、まちづくり薩摩川内が指定管理を行って

いるわけですけれども、その指定管理の中で、ア

マノという株式会社に―機器の販売会社があり

ますけれども―年間２４０万ほどのメンテナン

ス費用でメンテナンスをしておりまして、故障に

ついては即座の対応ができるようになっておりま

す。 

 あと機器の故障等になりますと、当然購入にな

れば、市のものですから市で対応することになり

ますけれども、ただ今までも非常に故障が少なか

った物件でありますので、今後も室内に置かれた

器具ですので故障はないのかなというふうに考え

ます。ただ車でぶつけられて、車の保険で対処を

していただくという事象は何回かあってございま

す。 

 以上です。 

○委員（川畑善照）満車はもう自動的に表示さ

れるんですね。 

○主幹（鍋倉省司）満車は、今回更新によりま

して、今まで文字を回転させて表示する、例えば、

バスの行き先の回転式の表示でしたけれども、今

回、デジタル方式にしまして、利用者の方々に見

やすい表示方式に変えるということでしておりま

す。 

 ただ、月極めと時間貸し・日貸しがありまして、

月極めが入らない場合が、空いてるようなふうに

見えまして、空いてるのに満車状態になってると

いう苦情を受けておりますので、そこは月極めの

利用者の方が入らないことによって空きスペース

が出ておりますので、月極めの方が利用される場

合の台数をカウントした上で満車表示をしており

ますというような御案内はしております。 

○委員長（宮里兼実）ほかに。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 これより、討論・採決を行います。討論はあり

ませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本案を原案のとおり

可決すべきものと認めることに御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本案は、原案のとおり可決すべきものと

決定しました。 

────────────── 

△議案第１６０号 川内駅西口駐車場等の

指定管理者の指定について 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１６０号川

内駅西口駐車場等の指定管理者の指定についてを

議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○都市計画課長（山村昭一郎）議案第１６０号

につきまして、御説明申し上げます。 

 議案つづりその１、１６０―１ページをお開き

ください。議案第１６０号川内駅西口駐車場等の

指定管理者の指定についてでございます。 

 川内駅西口駐車場の指定管理につきましては、

現在、株式会社まちづくり薩摩川内が指定管理者

として業務を行っておりますが、さきの６月議会

の当該委員会でも御報告させていただきましたと

おり、株式会社まちづくり薩摩川内より指定管理

者の辞退の申し出があり、法人合併後の１０月

１日以降は、株式会社薩摩川内市観光物産協会が

存続法人として、その一切の業務を引き継ぐこと

になるため、指定管理者の選定を行ったところで

ございます。 

 中ほどの指定する期間でありますが、平成

２７年１０月１日から平成３０年３月３１日まで

の２年６か月を指定管理者として指定しようとす

るものでございます。 
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 指定管理の内容等につきまして、議会資料で御

説明させていただきますので、議会資料の

２２ページをお開きください。 

 １の指定管理者に行わせる施設の概要でござい

ますが、川内駅西口駐車場、川内駅西口第２駐車

場、川内駅前大型バス駐車場、市営第１駐輪場、

市営第２駐輪場の５施設でございます。 

 ２の指定管理者に行わせる業務でございますが、

施設の維持管理、施設の運営でございます。 

 ３の指定管理候補者の概要でございます。株式

会社薩摩川内市観光物産協会につきましては、薩

摩川内市の観光振興に寄与することを目的とし、

（７）に記載されています事業を行っている平成

２５年４月に設立された団体でございます。 

 次の２３ページをお開きください。事業計画の

概要は表のとおりでありますので御参照ください。 

 ５の非公募による選定の理由でございますが、

１０月１日の合併により、株式会社薩摩川内市観

光物産協会が株式会社まちづくり薩摩川内の一切

の業務を引き継ぐことから、合併後の運営法人に

おいても運営実態の継承及び事業の同一性が保た

れることが確認できたため、非公募による選定と

しました。 

 次に、２４ページでございます。６の選定経過

の概要でございますが、平成２７年７月９日に指

定管理候補者選定委員会を開催し、委員としまし

ては、３名の内部委員のほか、地元代表者として

平佐西地区コミュニティ協議会会長、鳥追自治会

長、中心市街地活性化関係有識者である国土交通

省川内川河川事務所川内出張所長の３名を外部委

員として、計６名で審査いたしました。 

 （４）の選定の理由でございますが、薩摩川内

市営駐車場の機能や役割を十分理解して、事業計

画書において、現実的かつ適切な提案がなされて

おり、効果的、効率的な管理運営が期待できるこ

とから、薩摩川内市営駐車場指定管理者の候補者

として適切、適当であることを判断したものでご

ざいます。 

 次の２５ページには審査の採点結果表を添付し

ておりますので、御参照ください。 

 なお、債務負担行為につきましては、平成

２４年第６回補正予算において、設定期間を平成

２５年度から平成２９年度までとして既に議決い

ただいており、今回は設定した期間内での指定管

理者の変更であることを申し添えます。 

 以上で、議案第１６０号川内駅西口駐車場等の

指定管理者の指定についての説明を終わります。

よろしく御審査賜りますようお願い申し上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより、討論・採決を行います。討論はあり

ませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより、採決を行います。本案を原案のとお

り可決すべきものと認めることに御異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員（新原春二）御異議なしと認めます。よ

って、本案は原案のとおり可決すべきものと決定

しました。 

────────────── 

△議案第１６４号 平成２７年度薩摩川内

市一般会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、審査を一時中止し

ておりました議案第１６４号一般会計補正予算を

議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○都市計画課長（山村昭一郎）議案第１６４号

平成２７年度薩摩川内市一般会計補正予算のうち、

都市計画課に係る、初めに歳出についての御説明

を申し上げますので、予算書、予算に関する説明

書の４９ページをお開きください。 

 ８款５項１目都市計画総務費の説明欄をごらん

ください。事項、都市計画総務費において、本年

４月の一般職員の人事異動に伴い、当初予算で計

上していた一般職１２人が１１人の１名減になっ

たことなどにより、職員給与費等８５２万

３,０００円を減額するものでございます。 

 次に、同じく２目街路費は、事項、中郷五代線

整備事業において、都市計画道路中郷五代線の肥

薩おれんじ鉄道との立体交差部の道路整備につい

ては、肥薩おれんじ鉄道株式会社と九州地方整備

局並びに本市との三者協定を締結し、工事委託に

より整備することとしており、継続費を設定する

本年度の事業費として、実施設計、積算等に係る

委託料１,０００万円を追加計上するものでござい



－32－ 

 

ます。 

 また、特定財源である国庫補助金につきまして、

当初、２億３,３７５万円の配分を県へ要望してお

りましたが、社会資本整備総合交付金として県に

示達された総額が少なかったことや、また県から

市町村への配分においても、今年度完了する他市

の事業への重点配分等がなされたことにより、中

郷五代線に関する国庫補助内示額が３,３００万円

となったことから、土地購入費２億８,５００万及

び道路築造工事費負担金３,９００万円を、それぞ

れ減額するものでございます。 

 なお、減額した土地購入費については、当初予

定していた大型物件の土地開発公社への引き渡し

が来年度になる見通しとなったこと、また工事負

担金については、川内川河川事務所が行う引堤事

業の進捗に合わせた調整により、全体事業工程へ

の影響はないものと考えております。 

 続いて、歳入について御説明いたしますので前

に戻っていただき、１６ページをお開きください。

１５款２項６目２節都市計画事業補助金は、中郷

五代線整備事業に係る社会資本整備総合交付金の

内示に伴い、２億７５万円を減額するものでござ

います。 

 次に、継続費について御説明いたしますので前

に戻っていただき、６ページをお開きください。

８款土木費、５項都市計画費において、中郷五代

線立体交差部整備事業として、総額１億

４,６００万円を、表のとおり平成２７年度から平

成２９年度までの年割額とする継続費を追加設定

するものでございます。 

 中郷五代線整備の道路築造整備につきましては、

九州地方整備局の受託合併工事により整備する基

本協定を締結し、拡幅改良部分に係る負担金を支

出して平成２６年度から着手しているところでご

ざいますが、歳出でも説明いたしましたとおり、

肥薩おれんじ鉄道との立体交差部との区間につき

ましては、三者協定により、肥薩おれんじ鉄道株

式会社が整備することとし、工期が平成２９年度

までの３か年となることから、継続費として設定

する必要が生じたものでございます。 

 ま た、立体交差部の全体事業費は３億

６,５００万円を見込んでおりますが、九州地方整

備局と本市の工事委託額につきましては、幅員の

比率方式により、九州地方整備局が現道の市道山

田島五代線のつけかえ道路相当分となる全体額の

６０％の２億１,９００万円を、本市が拡幅改良部

分である全体額の４０％の１億４,６００万円を、

それぞれ負担することとして、三者での協定を締

結する予定でございます。 

 なお、全体計画の財源内訳につきましては、同

じく予算書、予算に係る説明書６６ページの継続

費調書を御参照ください。 

 以上で説明を終わります。よろしく御審査賜り

ますようお願い申し上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 ここで、議案第１６４号一般会計補正予算の審

査を一時中止します。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（宮里兼実）次に、所管事務調査を行

います。 

 当局に説明を求めます。 

○都市計画課長（山村昭一郎）所管事務調査に

つきまして、２件報告をさせていただきたいと思

っております。 

 まず１件目は、中郷五代線整備事業の現在の状

況、これを図面を用いらせてちょっと説明をさせ

ていただきたいと思いますが、よろしいでしょう

か。 

○委員長（宮里兼実）はい、どうぞ。 

○都市計画課長（山村昭一郎）まず、この中郷

五代線整備事業の現在の状況でございます。現在、

土地開発公社に業務委託している用地の取得状況

は、平成２７年８月末現在で、用地契約の面積

ベースで９３％となっており、本年度末を目標に

太平橋までの用地買収を行う予定で進めていると

ころでございます。 

 工事の進捗状況でございます。全体区間が

１,１００メーター、この天大橋のところから太平

橋のところまで１,１００メーターございます。こ

のうち昨年の７月に九州地方整備局と合併受託工

事に係る基本協定を締結し、川内川河川事務所の

施工により、これまで天大橋の下流の２４０メー

ターと現在の田原病院のあるところの付近の

９０メーター、合わせて３３０メーターが工事済

みというような形になっております。 
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 本年度の進捗につきましては、この天大橋の上

下流の１２０メーターの区間を今年度また施工す

るというふうなところで、今河川事務所のほうが

工事発注手続に入っているというふうなところで

ございます。一応３月末を目標に発注をかけて工

事を終わらせるというふうなところで、そうなっ

た場合につきましては、現在の中郷五代線、上流

から向かってきまして、今のこの河川事務所があ

るところの市道までがもう連続して完成するとい

うふうな形になってきますので、この工事の完成

後につきましては、その区間の供用開始をしたい

というふうに考えているところでございます。 

 今後の予定につきましては、川内川河川事務所

の引堤工事とまたあわせまして、進捗を図ってい

くというふうなところでございますけれども、平

成３０年度を目標として、太平橋までの区間を終

了させていきたいというふうに考えているところ

でございます。 

 また、今後工事が進むにつれて、地域の方々の

意見もいろいろ出てこようかと思っておりますの

で、皆様の話を聞きながら、地域の方の御意見を

聞きながら進めてまいりたいというふうに考えて

いるところでございます。これがまず１点、中郷

五代線の現在の状況についての報告でございまし

た。 

 続きまして、２件目の報告でございます。都市

計画マスタープラン策定に係る現在の状況につい

て御説明を申し上げます。 

 委員会資料の３ページをお開きください。昨年

の１２月議会の委員会におきましても報告させて

いただきましたが、昨年１０月に行った都市計画

区域の変更に伴い、現在、都市計画マスタープラ

ンの見直し作業を進めているところでございます。 

 策定に係るスケジュールを、この３ページのほ

うに記載してますが、庁内の関係課による会議、

それから各地域別に分かれて住民とのワークショ

ップ、それから学識者による策定委員会を踏まえ

まして、現在は都市計画マスタープラン素案を関

係課に文書内容の確認を行っているところでござ

います。 

 ワークショップでは、さまざまな意見が出され、

共通した意見としましては、安全安心な生活道路

の整備、それから主要な幹線道路の整備などの道

路整備や身近な公園に対する整備等に関する意見

が多く出されました。また、中心市街地の活性化

を望む声や、水害に対する河川整備等につきまし

ても、多く出され、方針案としてはおおむね反映

できているものと考えております。 

 次ページをお開きください。４ページでござい

ます。このマスタープランにつきましては、地域

別構想を策定する必要がございます。この地域別

の構想につきましては、この地域別を設定するに

当たりまして、地域の区分というのを行う必要が

ございます。右上の図につきましては、平成

１８年度に作成しました現在の都市計画マスター

プランの地域区分で、都市計画区域内を１２の地

区に区分して方針を策定しておりました。今回は、

その下の図になりますが、地形条件、それから土

地利用のタイプ、将来の都市構造を踏まえて、ま

た市内の中心を流れる川内川で分けることなく、

そこを含めた形での７つの地域に区分し、方針を

立てるというふうなところで今進めているところ

でございます。 

 申しわけございません。もう一回３ページのほ

うに戻っていただきまして、今後のスケジュール

というふうなところでございますが、この１０月

末に再度学識者による第３回の策定委員会及び都

市計画審議会への意見聴取を行い、１１月より都

市計画マスタープラン素案に対しまして、さらな

る住民意見の反映を図るため、薩摩川内市パブリ

ックコメント手続実施要領の規定に基づき、パブ

リックコメントを実施する予定としております。

その後、パブリックコメントでいただいた意見に

ついて取りまとめ、整理を行った上で再度策定の

委員会、それから都市計画審議会を経て、今年度

末に都市計画マスタープランの策定を行いたいと

考えているところでございます。 

 簡単ではございますが、都市計画マスタープラ

ンに係る現在の状況につきましての説明は以上と

なっております。 

 以上でございます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これを含めて所管事務全般について

質疑に入ります。御質疑願います。 

○委員（谷津由尚）この都市計画マスタープラ

ンについて、特に、各論になるんですけど幹線道

路の環境なんです。二つあって、よく言われます

のが、原発があるのに何で外灯が少ないのとかい

うのと、もう一つは、街路樹が、やはり必要なと

ころで街路樹があるといいなというところもあれ
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ば、街路樹にスズメとか鳥が来るんで枝を切って

ほしい。あるいはその交通確認上、目隠しみたい

になってしまうんで切り取ってほしいとか、いろ

んな情報があって、この辺は何らかのこのマス

タープランですから、統一したルールをつくって

でも、既存のルールとよく整合はとらなきゃいけ

ないんでしょうけど、何らか新しい幹線道路に対

しては、こういう方針で行くみたいなのを整備す

べきじゃないのかなと思うんです。その点につい

ては、そういうちょっと各論になりますが、こう

いう点については何かありますか。 

○都市計画課長（山村昭一郎）都市計画マス

タープランにつきましては、今委員もおっしゃら

れましたように、ワークショップの中でもやっぱ

り「外灯が欲しい」だとか、樹木につきましても、

「あったらいいね」というふうな御意見もあった

り、また今委員もおっしゃられたように、「ちょ

っとあり過ぎるよね」というふうな意見も、さま

ざまございます。それらを踏まえまして、方針と

して、例えば、街路灯の設置を図っていきますと

いうふうな大きい方針をつくるような形でござい

ます、都市計画マスタープランにつきましては。

そこの部分については、おおむね反映できている

のかなと。 

 ただ、じゃあそこに書いたからいいのかという

だけの問題じゃなくて、じゃあそこに具体的なと

ころにつきましては、また今後、その関係各課含

めて、じゃあどういうふうな施策をとっていくん

だというふうな具体の話し合いというか、施策に

対するものを、また考えていく必要があるという

ふうなものでございます。 

○委員（谷津由尚）ということは、一応この策

定が、平成２８年の３月の予定ですね。その既存

のルールとの整合を図るというのは、それ以降と

いうような認識でよろしいですか。 

○都市計画課長（山村昭一郎）平成２８年度以

降、それはもう今から始めても、その具体的な

ルールづくりというものが、それは今ちょっと既

存であるかどうかわかんない、ちょっと申しわけ

ございません、わかんないんですけども。既存で

あれば、それをどうやって見直していくか、もし

くはなければどうやってつくっていくかというも

のを、例えば街路灯でいけば維持課も関係してき

ますし、整備課とかも関係してくると思いますの

で、新エネ課なんかも関係してきたりすると思い

ます。その中で話し合っていくようになるかなと

いうふうに考えております。 

○建設部長（泊 正人）街路灯、外灯について

は、非常に示しやすいと思いますけれども、街路

樹については、どうもあっち行ったりこっち行っ

たりということであります。この間の北中校区の

懇話会でも、天大橋通りの楠を切ってくださいと

いうような話もあるんですが、逆にその辺に生活

されていない方は、いい木陰があるなという雰囲

気なんですけれども、そこに住んでいる方々はた

まったもんじゃないというような、二つの意見が

交錯して、これについてちょっとマスタープラン

もそうなんですが、別の角度からもちょっと検討

をして、早い時期にしていかないといけないとい

うことで、うちでもちょっと大きな課題となって

いるところです。 

○委員長（宮里兼実）いいですか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 以上で、都市計画課を終わります。御苦労さま

でした。 

────────────── 

△区画整理課の審査 

○委員長（宮里兼実）次は、区画整理課の審査

に入ります。 

────────────── 

△議案第１７０号 薩摩川内市天辰第一地

区土地区画整理事業特別会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１７０号薩

摩川内市天辰第一地区土地区画整理事業特別会計

補正予算を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○区画整理課長（川畑 稔）議案第１７０号辰

第一地区土地区画整理事業特別会計補正予算につ

いて御説明申し上げます。 

 補正予算の内容について、歳出から説明させて

いただきます。予算書、予算に関する説明書の

１３８ページをお開きください。 

 １款１項１目土地区画整理事業費において、

１,３１９万７,０００円の増額補正をお願いして

おります。説明欄をごらんください。給与の

３０８万１,０００円、職員手当等１６２万

４,０００円、共済費６９万２,０００円は、職員

の給与の増減及び異動等により給与調整を行った

ものであります。工事請負費の７８０万円につき
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ましては、新立山橋の上部工架設に伴う内示額の

減額により、上部工の架設が困難となったことか

ら、今回工事請負費を増額しております。 

 次に、歳入について御説明申し上げますので、

前に戻っていただき、１３３ページをお開きくだ

さい。３款１項１目国庫補助金３,７２２万

４,０００円は、社会資本整備総合交付金の内示額

に伴い、減額するものであります。 

 次に１３４ページをお開きください。４款１項

１目県補助金９９万８,０００円は、社会資本整備

総合交付金の内示額に伴い、減額するものであり

ます。 

 次に、１３５ページをお開きください。５款

１項１目一般会計繰入金４４１万３,０００円は、

歳出の補正に伴い、財源調整により増額するもの

であります。 

 次に、１３６ページをお開きください。６款

１項１目繰越金４２０万６,０００円は、前年度繰

越金であります。 

 次に、１３７ページをお開きください。８款

１項１目土地区画整理事業債４,２８０万円は、内

示額の減額に伴い、合併特例事業債を増額するも

のであります。 

 次に、１３０ページをお開きください。第２表

地方債補正については、起債対象額の増額に伴い、

限度額の変更をするものであります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願い申し

上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

○委員（谷津由尚）１点質問します。今現在、

大小路側の川内川の堤防の引堤工事とあわせて、

今後、天辰の第二工区というところに入っていく

わけですけど、御存じのとおり、今現在、社会資

本整備交付金が減額されるとかいう状態の中で、

今回、東北のほうでも大変な実は大水害がありま

して、向こうのほうの河川に対する国の投資とい

うのも、どんどん激特事業になっていくとは思う

んですけど。そうなった場合に余計にこっちに来

る交付金がいろんな形で減らされるんではないか

という心配もあって、もしそうなった場合に、今

天辰の第二工区にしても非常に長いスパンで計画

されてると思うんですけど、もう必然的にそれが

もう延びていくという形になるんですよね、もし

今以上に減っていくと。 

○区画整理課長（川畑 稔）基本的に、ことし

の内示額につきましては、予算について４７.５％

ということで来ておりまして、国がなかなかオリ

ンピック、そういう関係で非常に厳しいという中

で、今年度につきましては、上部工をどうしても

かけたいということから、内示額ではちょっと足

りないということで、９月補正で合併特例債を活

用させていただいたということで。従来であれば、

予算の範囲内で事業を進めていくということから、

当然、事業延伸もせざるを得ないという状況にな

ってくるということでございまして。 

 ついでに天辰二地区につきましても、今後事業

計画を進めていくわけですけども、国としまして

は、１０年で大体事業計画を進めていくわけなん

ですけども、状況によっては１５年というのもや

むを得ないのかなというような話もありまして、

今後その辺につきましては、協議を進めていきた

いというような形で考えております。 

 以上です。 

○建設部長（泊 正人）先ほどと同じ、予算が

減れば延びるという話もあるんですけども、ただ

川内川河川事務所としては、今大小路をやってい

ますけれども、次の天辰に入るまでにあけたくな

いと。とにかく入りたい、やっぱり事務所として

も予算は取りたいということで、非常に躍起にな

っておられますので、その辺はやっぱり九州で

２番目の大きな事務所でもありますし、そこには

大きく期待はしているところでございます。 

○委員長（宮里兼実）ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 これより、討論・採決を行います。討論はあり

ませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本案を原案のとおり

可決すべきものと認めることに御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

────────────── 

△議案第１７２号 薩摩川内市川内駅周辺
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地区土地区画整理事業精算事務特別会計補

正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１７２号薩

摩川内市川内駅周辺地区土地区画整理事業精算事

務特別会計補正予算を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○区画整理課長（川畑 稔）議案第１７２号薩

摩川内市川内駅周辺地区土地区画整理事業精算事

務特別会計補正予算について御説明いたします。 

 補正予算の内容について、歳出から御説明いた

します。予算書、予算に関する説明書の

１６６ページをお開きください。 

 １ 款１項１目精算費について、２０万

１,０００円の減額補正をお願いしております。説

明欄をごらんください。平成２７年度以降予定し

ておりました精算徴収金について、地権者と協議

の結果、平成２６年度中に全て一括納付されたこ

とから、今回、精算事務に係る事務費１万円と一

般会計繰出金１９万１,０００円を減額するもので

あります。これにより、本年度会計上の予算整理

を行い、精算事務は終了となります。 

 次に、歳入について御説明申し上げますので、

前に戻っていただき、１６３ページをお開きくだ

さい。 

 １款１項１目精算徴収金２１万円は、先ほど説

明しましたとおり、平成２６年度中に精算徴収金

が一括納付されたことにより、今回、精算徴収金

を減額するものであります。 

 次に、１６４ページをお開きください。３款

１項１目一般会計繰入金１万円は、歳出の補正に

伴う財源調整により、減額するものであります。 

 次に、１６５ページをお開きください。５款

１項１目繰越金１万９,０００円は、前年度繰越金

であります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願い申し

上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑がないと認めます。 

 これより、討論・採決を行います。討論はあり

ませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本案を原案のとおり

可決すべきものと認めることに御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

────────────── 

△議案第１６４号 平成２７年度薩摩川内

市一般会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、審査を一時中止し

ておりました第第１６４号一般会計補正予算を議

題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○区画整理課長（川畑 稔）それでは、区画整

理課の補正予算について御説明申し上げます。 

 まず初めに、歳出について御説明申し上げます

ので、５０ページをお開きください。 

 ８款５項３目土地区画整理総務費であります。

備考欄をごらんください。天辰第一地区土地区画

整理事業特別会計及び川内駅周辺地区土地区画整

理事業精算事務特別会計の補正に伴い、一般会計

から繰出金４４１万３,０００円の増額と１万円の

減額をするものであります。 

 次に、歳入について御説明いたしますので、前

に戻っていただき、２０ページをお開きください。 

 １９款２項１９目川内駅周辺地区土地区画整理

事業精算事務特別会計繰入金１９万１,０００円は、

先ほど説明しましたとおり、平成２７年度以降の

徴収金を平成２６年度収入したことから減額する

ものであります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いを申

し上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 ここで、議案第１６４号一般会計補正予算の審

査を一時中止します。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（宮里兼実）次に、所管事務調査を行

います。 

 当局に説明を求めます。 
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○区画整理課長（川畑 稔）それでは、天辰第

一地区、二地区並びに川内駅周辺地区の進捗状況

について、御説明申し上げます。 

 まず天辰第一地区についてですが、事業進捗

ベースでございますけれども８８％でございます。

繰越予算につきましては、１０月中に全て発注す

る予定で現在進めております。新年度予算につき

ましては２６％の進捗ですが、１０月に新立山橋

上部工を発注することにより、約７０％程度の進

捗を見込んでおります。 

 本年度の工事進捗状況ですが、第２立山橋の下

部工が９月に完成し、１０月中に第２地区立山橋

並びに新立山橋の上部工の着手となっております。

あわせて、橋梁周辺の造成や道路築造工事ほか、

ため池公園整備工事を現在行っております。 

 また、天辰寺前古墳公園につきましては、平成

２８年の１月ごろの供用開始を目指して整備中で

あり、文化課が所管する古墳―石室でございま

すけれども―のレプリカ製作についても、間も

なく着手するとのことでございます。 

 純大下の大街区５７ブロックにつきましては、

整地工事を完了し、現在地目変更―農地でござ

いますが、農地から宅地への手続を行っておりま

して、１０月中には地目変更が完了する予定でご

ざいます。 

 また、天辰第一地区の事業計画実施計画変更に

つきましても、第二地区との兼ね合いから事業期

間を平成３１年まで３年間延伸する方向で県と協

議を進めているところでございます。 

 また、保留地処分金につきましても、８月

２４日に評価委員会を開催し、保留地価格の見直

しを行い、新規５区画を含め、９区画を９月

２５日の広報紙に掲載し、売却の公募を９月

２９日から開始いたします。約１億円の保留地処

分金を予定して、販売を進めていく予定でござい

ます。 

 天辰第二地区でございますが、都市計画変更及

び環境影響評価の評価書案について、去る８月

２１日付で都市計画決定がなされ、環境影響評価

書確定の公告縦覧を１か月間、９月２４日をもっ

て全ての手続が完了いたします。事業計画、実施

計画策定につきましては、新規事業採択に向け、

事業計画及び実施計画案を作成し、今後、年内を

めどに県と下協議を行い、国との協議を進めてい

く予定でございます。 

 先ほども話がありましたように、事業的になか

なか厳しいということから、期間的には若干半年

以上かかると予想しておるところでございます。 

 また、川内川河川公管金については覚書の素案

作成に向けた建物調査業務６件を現在発注してお

りまして、年度内の素案作成を目指しております。

権利者等の意向調査につきましても、早期事業着

手に向け、換地設計の参考となる権利者への意向

調査を１０月中に実施する予定でございます。 

 川内駅周辺地区精算事務につきましては、先ほ

ども説明しましたように、平成２６年度中に全て

一括納入されたことから、本年度会計上の予算整

理を行い、精算事務は終了となります。年度末に

特別会計及び施行条例を廃止する方向で事務を進

めているところでございます。 

 以上で説明を終わります。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これを含めて所管事務全般について

質疑に入ります。御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 以上で、区画整理課を終わります。御苦労さま

でした。 

────────────── 

△入来区画整理推進室の審査 

○委員長（宮里兼実）次は、入来区画整理推進

室の審査に入ります。 

────────────── 

△議案第１７１号 薩摩川内市入来温泉場

地区土地区画整理事業特別会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１７１号薩

摩川内市入来温泉場地区土地区画整理事業特別会

計補正予算を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○入来区画整理推進室長（引地明吉）議案第

１７１号薩摩川内市入来温泉場地区土地区画整理

事業特別会計補正予算について御説明を申し上げ

ます。 

 補正予算の内容について、歳出のほうから説明

いたしますので、予算に関する説明書の

１５３ページをお開きください。 

 １款１項１目土地区画整理事業費において、

９,４７３万円を減額するものであります。説明欄

をごらんください。主なものは、４月の人事異動

によりまして、職員１名減に伴う職員給与費の調
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整と、国庫補助金の内示減により、補償金の減額

を行うものであります。 

 次に、歳入について説明をいたしますので、前

に戻りまして１４９ページをお開きください。

３款１項１目国庫補助金は、補助金の内示減によ

るものであります。 

 次に、１５０ページをお開きください。４款

１項１目一般会計繰入金は、国庫補助金の内示減、

公債費及び人事異動に伴う職員給与費等の減額に

よる財源調整であります。 

 次に、１５１ページをお開きください。５款

１項１目繰越金は、前年度決算剰余金の確定に伴

い、純繰越金を計上するものであります。 

 次に、１５２ページをお開きください。７款

１項１目土地区画整理事業債は、国庫補助金の内

示減に伴うものであります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いを申

し上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより、討論・採決を行います。討論はあり

ませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本案を原案のとおり

可決すべきものと認めることに御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

────────────── 

△議案第１６４号 平成２７年度薩摩川内

市一般会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、審査を一時中止し

てありました議案第１６４号一般会計補正予算を

議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○入来区画整理推進室長（引地明吉）議案第

１６４号薩摩川内市一般会計補正予算のうち、入

来区画整理推進室にかかわる歳出について御説明

を申し上げます。 

 予算に関する説明書の５０ページをお開きくだ

さい。８款５項３目土地区画整理費において、入

来区画整理推進室分として、１ ,１９１万

５,０００円の減額をお願いしております。これに

つきましては、入来温泉場地区土地区画整理事業

特別会計への繰出金であり、国庫補助金の内示減、

公債費及び人事異動に伴う職員給与費等の減額に

より、財源を調整したものであります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願い申し

上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 ここで議案第１６４号一般会計補正予算の審査

を一時中止します。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（宮里兼実）次に、所管事務調査を行

います。 

 当局に説明を求めます。 

○入来区画整理推進室長（引地明吉）所管事

務調査ですが、さきの６月の委員会の折に、本年

度の事業計画について説明をいたしましたので、

今回は現時点での事業の進捗について、簡潔に報

告をさせていただきます。 

 水道局所管の柴垣湯の解体撤去工事が終了をい

たしましたので、今回、温泉施設湯之山館へのア

クセス道路であります本町通り線の道路築造工事

と、柴垣湯跡地周辺の造成工事等の３件を１０月

には契約する予定でただいま準備を進めておりま

す。 

 予算の執行状況について事業費ベースで簡単に

説明いたしますと、委託料が予算で２,０７６万

３,０００円に対しまして８件の執行をしておりま

す。金額で４７９万９,０００円で執行率２３％と

なっております。工事請負費が１億４７２万

３ ,０００円で７件執行しておりまして、

１,６２１万１,０００円、執行率で１５％となっ

て お り ま す 。 補 償 金 が ２ 億 ６ , ５ ４ ９ 万

４,０００円に対しまして１０件の補償をしており

ます。金額で１億８,４７２万２,０００円、執行

率で７０％となっております。全体でいきますと、

約５３％の執行率となっております。先ほど言い
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ました３件の工事を執行いたしますと、約６４％

の執行になるということです。 

 以上で報告を終わります。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これを含めて、これより所管事務全

般について質疑に入ります。御質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 以上で、入来区画整理推進室を終わります。御

苦労さまでした。 

────────────── 

△建築住宅課の審査 

○委員長（宮里兼実）次は、建築住宅課の審査

に入ります。 

────────────── 

△議案第１６１号 薩摩川内市営住宅条例

の一部を改正する条例の制定について 

○委員長（宮里兼実）まず、議案第１６１号薩

摩川内市営住宅条例の一部を改正する条例の制定

についてを議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○建築住宅課長（福島和朗）議案第１６１号薩

摩川内市営住宅条例の一部を改正する条例の制定

について御説明いたします。 

 資料は、議案その１の１６１―１から１６１―

２ページになります。議会資料の２６ページをお

開きください。改正内容は、老朽化の著しい入来

町副田にあります立石住宅８棟２９戸について、

その用途を廃止しようとするものでございます。 

 改正後の市営住宅の管理戸数は９３団地、

３２３棟、２,０５１戸になります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより、討論・採決を行います。討論はあり

ませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本案を原案のとおり

可決すべきものと認めることに御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

────────────── 

△議案第１６４号 平成２７年度薩摩川内

市一般会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、審査を一時中止し

ておりました議案第１６４号一般会計補正予算を

議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○建築住宅課長（福島和朗）議案第１６４号一

般会計補正予算について御説明いたします。 

 資料は、予算に関する説明書の５２ページをお

開きください。まず歳出から説明をさせていただ

きます。 

 ８款６項１目住宅管理費は、３,１０３万

５,０００円の増額補正をお願いするものでござい

ます。補正の内訳は、２節、３節、４節が人事異

動に伴います課内職員の給料、職員手当、共済費

等の調整でございます。 

 １３節委託料と１５節工事請負費は、立石住宅

８棟２９戸の解体工事にかかわる設計業務委託料

及び工事請負費でございます。 

 続きまして、同じページの下段ですけれども、

８款６項３目危険住宅移転促進費は５９万

７,０００円の増額でございます。これは崖地近接

等危険住宅移転促進事業における補助金で、敷地

造成費利子補給分１件の増加によるものでござい

ます。 

 続きまして、歳入について説明させていただき

ます。１６ページをお開きください。 

 １５款２項６目土木費補助金中、４節の住宅費

補助金１６７万７,０００円の減は、危険住宅移転

促進事業補助金に対する国費であります社会資本

整備総合交付金の配分が減額されたことに伴い、

減額するものでございます。 

 次のページ、１７ページをお開きください。

１６款２項６目土木費補助金、１節住宅費補助金

の１４万９,０００円の増は、危険住宅移転促進事

業において、敷地造成費利子補給分が１件増加し

たことに伴う県からの補助金の増であります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ
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りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 以上で、議案第１６４号平成２７年度薩摩川内

市一般会計補正予算のうち本委員会付託分につい

て質疑が全て終了しましたので、これより討論・

採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本案を原案のとおり

可決すべきものと認めることに御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本案は、原案のとおり可決すべきものと

決定しました。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（宮里兼実）次に、所管事務調査を行

います。 

 当局に説明を求めます。 

○建築住宅課長（福島和朗）委員会資料の

５ページをお開きください。所管事務の進捗状況

について、説明をさせていただきます。 

 （１）県廃屋等解体撤去促進事業でございます。

この事業は昨年度、平成２６年度から行っており

ますけれども、昨年が本土で２９件、甑島で４件、

合計３３件の申請がございました。本年度につき

ましては、８月３１日現在書いてございますけれ

ども、計２０件ございましたが、先日の本会議で

部長も答弁しましたとおり、９月に入りまして台

風の影響もございまして、申請が急にふえまして、

現在では申請が予算額いっぱいになっておるとこ

ろでございます。 

 続きまして、（２）でございます。崖地近接等

危険住宅移転事業でございますけれども、これに

つきましては、一番下の表、過去３年間の実績を

言いますけれども、平成２４年度が３件、平成

２５年度が２件、平成２６年度はございませんで

した。今年度につきましては、次のページ、

６ページをお開きください。今年度は既に２件の

申請を受けつけております。内容は表のとおりで

ございます。 

 続きまして、３番目、薩摩川内市公営住宅等長

寿命化計画見直しの業務委託についてでございま

す。目的は、本市の市営住宅政策の基本的な考え

方及び市営住宅の今後の活用方針、建てかえであ

ったり、改善であったり、維持方針なんかを定め

るものでございます。 

 本計画は、平成２３年度に当初、計画策定をさ

れまして、おおむね５年目で計画を見直すという

ことになっておりますので、今年度計画見直しを

行うものでございます。内容は、記載のとおりで

ございますけれども、４段目、団地別充当別の活

用計画であったり、建てかえ事業の実施方針、維

持管理計画など盛り込んでいきたいと考えており

ます。 

 業務委託は、既に鹿児島県住宅建築総合セン

ターに委託しておりまして、来年１月末までに作

成をしてまいりたいというふうに考えております。 

 続きまして、４番目でございます。台風１５号

による市営住宅への特定入居状況についてでござ

います。 

 先日の台風１５号によりまして、自宅であった

り、借家が甚大な被害を受けた市民の方を、最寄

りの市営住宅への入居を許可をし、敷地、住宅使

用料を減免するものでございます。９月１１日現

在でございますけれども、ごらんのとおりでござ

いまして、合計１０世帯２６名が市営住宅に入居

をしております。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（宮里兼実）これより所管事務全般に

ついて質疑に入ります。御質疑願います。 

○委員（大田黒 博）１点だけ。本会議での質

問等もありましたように、空き家においてのこの

一つの流れが、条例ができて国が関与してきまし

て、薩摩川内市として４,０００何がしかの空き家

があり、危険家屋を初め、宅建協会への委託を含

めて、地域によっては、地域の活性化を含めて住

宅の確保といったものをしっかりとやっていこう

ということで、市として方向性を変えられました

よね。空き家がどういう状況にあるのかというこ

とで。 

 宅建協会の中で、それだけの仕事はやれるとい

う感覚は我々も持っているんですけれども、その

時点で一つは市が持っておられる、ケースワー

カーがおられましたよね、住宅に入りたいと。そ
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の方々がどういう形で今活用されているのかとい

うことと、あと、その宅建協会が入ってきた関係

で、地域のその空き家に対する考え方といったも

のが地域によってどういうふうに伝わっていって

るのか、少し疑問な点があるんですけれども、新

しく課長もかわられましたので、方向性があれば

教えていただきたい。 

○建築住宅課長（福島和朗）ただいま大田黒委

員の御質問で、有効活用のほうだと思います。建

築住宅課のほうでは、先ほど説明しましたけれど

も、危険廃屋について、解体を促して、更地にし

て危険を排除していこうという形で事業を進めて

おります。 

 委員の御質問のこの有効活用につきましては、

確かに企画政策課のほうで中心となりまして、有

効活用の方向で今進めておりまして、空き家バン

クでありましたり、あるいはそういう不動産業者

のほうとの連携を取りながら進めていると思いま

す。私たちの所管のところでは、前回、市営住宅

の関係で空き家を有効に活用して市営住宅をそう

いう形で有効にできないかというような御質問も

あったんですけれども、それにつきましては、現

在、なかなか中古の物件でそれを改修したりして

貸すというのが、なかなかちょっとハードルが高

くて、現在、地域振興住宅の新築の方向で、現在

１０か所２０棟について、今順次行っているんで

すけれども、その空き家についての市営住宅のほ

うの活用というのは現在は行っていないという状

況でございます。 

○委員（大田黒 博）企画のほうに完全に移行

したんですけ。地方の地元においては、やっぱり

住宅に関するもので、企画が関係するのは宅建業

界は企画が関係するわけですよね。ですよね、今

言われたように。その空き家の住宅があるものを

活用したいとなると、どういう手続になるんです

け。 

○建築住宅課長（福島和朗）空き家につきまし

て、全体的には防災安全課を中心に、危険廃屋の

補助制度につきましては建築住宅課が、有効活用

につきましては企画政策課という形で、今現在そ

ういうふうな感じで庁内で体制をとっているよう

な状況でございます。 

 有効活用につきましては、一応今のところ企画

政策課のほうでそういう音頭を取りながら事業を

進めているというのが現状でございます。 

○委員（大田黒 博）一つ弊害があるというん

ではないんですけども、今までこの学校再編を含

めて、全体を含めて地域が活性化しようという中

の空き家を、とにかく復活させようということで、

子どもさんたちがいる家庭を呼び戻そうというこ

とで、少し住宅課の方々にお願いしながら活用方

向にしてきたんですけれども、そういうことで、

そういう経緯は知ってるんですけれども。いざ地

方に、そういうことに一生懸命される人たちが、

今度はどこを頼りにしていけばいいのか、宅建協

会は宅建協会で、企画のところにいけば住宅とは

関係ないわけですから、空き家住宅との隔たりが

できますよ、そこに。そうしたときにはどこに行

けばいいのかなと思ってるんですね。 

 そこは、それならコミュニティ関係のものです

から、企画になるのかもしれませんけど、今まで

ずっと促進をされてた地方に、市外に出ておられ

るオーナーの方々が、なら幾らぐらいで貸せばよ

かったという話がずっと煮詰まってきて、五、六

件あった、七、八件あったんでしょうけども、そ

の話が頓挫してしまったような気がして、どうも

先に進まんかったがよっちゅう話がよくあるんで

すよね。そうしたときに、宅建協会に行こうと思

ってるんですけども、とにかくまちの状態の宅建

協会が言ってくれば、そこの空き家を見せて、そ

れで交渉して、そのオーナーとの交渉に入るとい

うものでしょうから、地域の方々の思いがかけ離

れてしまうわけですよね。そこに隔たりがあって、

その空き家が頓挫してしまうということで、スト

ップ状態になっているということで、いわゆる地

域に１軒ずつ建てていただく、そういう新しい住

宅を活用するしかないというような感覚でお持ち

なんですよ。 

 だから、それを何とかリンクしてほしいんです

けども、別個に地域の方々にすると、支所がそう

いう感覚を持って対応してくれるかというと、そ

うじゃありませんので、支所の方々も大変仕事が

たくさんある中で、そこまでは無理なのかなと思

いながら、住宅じゃなくて宅建協会の企画のほう

だとなると、また話が頓挫してしまうし、窓口を

どこか一つにしてもらいたいなという中に、この

取っつきができないような、主にして話し合いに

行けないような状況なんですよ。何とかしてもら

えればありがたいんですけども。 

○建設部長（泊 正人）先日の本会議で中島議
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員が言われた中で、最終的に所管課はどこになる

のかということで、危険廃屋とか、そういう

１,０００戸余りある危ない住宅を再調査をしてか

らデータベース化してということで、今後、また

庁内で調整はしないといけないと思いますけれど

も、大田黒委員言ってらっしゃるその空き家を何

とか改修をして、市が改修をして、市営住宅並み

でそういう利活用をやるということですよね。 

 そこは二、三年前に一旦しかかったんですけれ

ども、耐震とかそっちの改修のほうが費用がかか

るというようなことで、そこはちょっと話がなく

なったんですけれども。今後もやっぱり企画と持

ちながら、やっぱり場面場面では、そういうのを

利用した方が安価でいい場合があると思いますの

で、そこ辺も少し研究をさせていただきたいと思

います。 

○委員（大田黒 博）今重要なのはそのところ

なんです。だから、我々は少しリンクさせてくれ

とお願いするんですけども、住民にしてみれば、

もうそうじゃなくて、全然話し合いの場が、お願

いの場がなくなるわけですから、そこを窓口をど

こにしたらいいのか。今ちょっと研究でって言わ

れましたけれども、ぜひ、どっちでもそこの一つ

のその窓口に行ったら両方つながるようなそうい

うシステムといいますか、そういうものをぜひ確

立してもらいたいなと。全体ひっくるめて同じ案

件、あるいはそういう同じものですから、空き家

対策全体を含めて、そういう感覚でお願いできな

いかということで要望としておきます。 

 終わります。 

○委員（谷津由尚）１点。台風１５号で甚大な、

住宅に被害を受けられた方が特定入居を今１０世

帯２６名の方がされているということなんですが、

この方々に対する入居期限、またはその住宅使用

料の減免期間の設定というのはなされているんで

しょうか。 

○建築住宅課長（福島和朗）こういう災害とか

そういうので入居していただく方につきましては、

一応原則３か月というのがございます。しかし、

それ以上、まだ復旧がおくれたりする場合は、最

長１年間は入居できると。しかし、それでもまだ

ちょっと、まだ住みたいということになりますと、

それ以降は申しわけないんですけど一般の入居に

なります。 

 その１年間につきましては、敷金とか住宅使用

料につきましては減免を行うんですけれども、

１年を経過してしまいますと一般の使用料を払っ

ていただくという形になると思います。 

 以上です。 

○委員長（宮里兼実）いいですか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 以上で、建築住宅課を終わります。当局は御苦

労さまでございました。 

 ここで、協議会に切り替えます。 

～～～～～～～～～ 

午後３時１３分休憩 

～～～～～～～～～ 

午後３時１６分開議 

～～～～～～～～～ 

○委員長（宮里兼実）本会議に戻します。 

────────────── 

△委員会報告書の取り扱い 

○委員長（宮里兼実）日程の全てを終わりまし

たが、委員会報告書の取りまとめについては、委

員長に一任いただきたいと思います。ついては、

そのように取り扱うことで御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、そのように取り扱います。 

 ここで、協議会に切り替えます。 

～～～～～～～～～～ 

午後３時１６分休憩 

～～～～～～～～～～ 

午後３時１８分開議 

～～～～～～～～～～ 

○委員長（宮里兼実）ここで、本会議に戻しま

す。 

────────────── 

△閉会中の委員派遣の取り扱い 

○委員長（宮里兼実）それでは、閉会中の委員

派遣の取り扱いについてお諮りします。 

 閉会中の１０月２１日から２３日にかけて、行

政視察を実施したいと思いますが、視察先との調

整等が必要となりますので、委員派遣の手続は正

副委員長に一任いただきたいと思います。 

 ついては、そのように取り扱うことで御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。
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よって、そのように決定しました。 

────────────── 

△閉  会 

○委員長（宮里兼実）以上で、建設水道委員会

を閉会いたします。 

本日は大変御苦労さまでした。 
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